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例　　言

１　本書は、 空港跡地遺跡の発掘調査報告書である。

２　調査地、 調査期間及び調査面積は、 次のとおりである。

　　　調査地　　高松市林町 328 番地１ほか

　　　調査期間　令和４年６月１日～７月 28 日

　　　調査面積　約 805 ㎡

３　本調査を実施するに当たり、 高松市、 高松市教育委員会、 一般財団法人四国電気保安協会は 「林町事

　　務所建築工事に伴う埋蔵文化財調査管理業務」 に関する協定書を締結した。

４　発掘調査及び整理作業は、 高松市教育委員会が実施した。 調査及び整理に係る費用は、 全額を一般財

　　団法人四国電気保安協会が負担した。

５　現地調査及び整理作業は、 高松市創造都市推進局文化財課文化財専門員　高上　拓、 同課会計年度

任用職員　中西　克也が担当した。

６　本報告書の執筆 ・ 編集は中西が行い、 高上が一部補佐した。

７　発掘調査から整理作業、 報告書執筆を実施するに当たって、 下記の方から御協力を得た。

　　　林コミュニティセンター

８　発掘調査で得られたすべての資料は、 高松市教育委員会で保管している。

９　空港跡地遺跡は範囲が広大であり、 調査も複数次に渡る。 調査地の区分を容易にするため、 近年遺跡

名の後に小字名を付し、 （〇〇地区） とした上で調査の次数を数値で表記し整理している。 当該地の小

字名は亀の町であるため、空港跡地遺跡 （亀の町地区） とし、当地区で４度目の発掘調査であることから、

空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅳ） を書名とする （第１表参照）。

凡　　例

１　本報告の第 1 図は高松市都市計画図２千５百分の１ 「高松市街地」 を一部改変して使用した。

２　標高は東京湾平均海面高度を基準とし、 座標は国土座標第Ⅳ系 ( 世界測地系 )、 方位は座標北を表す。

３　遺構 ・ 遺物の縮尺については図面ごとに示している。

４　土層及び土器観察表の色調表現は、 『新版　標準土色帖』 （農林水産省農林水産技術会議事務局監修・

財団法人日本色彩研究所色票監修） に拠る。

５　遺物観察表の法量で、 （ ） は推定値、 ［ ］ は残存値を表す。

６　整理作業の遺物写真撮影は西大寺フォトに委託した。
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第１章　調査の経緯と経過

第１節 　調査の経緯
　（一財） 四国電気保安協会 （以下、 「事業者」 と

呼称） により、 当該地で事務所建設工事が計画さ

れた。 当該地は当初埋蔵文化財包蔵地ではなかっ

たが、 周知の埋蔵文化財包蔵地 「空港跡地遺跡」

に隣接することから、高松市教育委員会 （以下、「市

教委」 と呼称） から事業者に任意の試掘調査実施

への協力依頼を行った。 その後、 事業者から調査

依頼が提出されたため、 試掘調査を実施した。 試

掘調査の結果、 主に古代の遺構 ・ 遺物を確認した

ため、 令和４年３月 18 日付けで香川県教育委員会

（以下、 「県教委」 と呼称） に報告したところ、 埋

蔵文化財包蔵地 「空港跡地遺跡」 として周知され

た。 この調査結果を踏まえ、 令和４年４月６日付けで事業者から県教委に対して文化財保護法第

93 条第１項に基づく埋蔵文化財発掘の届出が提出されたところ、 県教委から事業者に対し事前

の発掘調査を実施する旨の行政指導があった。 その後、 発掘調査の実施に向けて事業者と市

教委で協議を重ね、 合意が形成されたため、 同年５月 30 日付けで、 高松市、 市教委、 事業者

の三者で 「林町事務所建築工事に伴う埋蔵文化財調査管理業務」 に関する調査協定書を締結

し、 発掘調査を実施することとなった。 調査面積は約 805 ㎡、 調査予定期間は令和４年５月 30

日～８月 19 日までとした。 なお、 整理作業を含めた全業務の完了までの期間は令和６年１月 31

日までと定めた。 発掘調査と整理作業に係る費用は事業者が負担している。

第２節　調査の経過

　発掘調査は令和４年６月１日～７月 28 日の間で実施した。 第６図に示したように、 建物基礎の

形状に合わせたグリッドを設定し、 北西から順に調査した。 完掘写真はグリッドごとに撮影した。

整理作業は令和５年４月から 12 月にかけて随時実施し、 令和６年１月に本書を刊行した。

第３節　調査地及び本書の名称　

　例言のとおり本書の名称は空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅳ） とする。 既往の調査及び報告については以下

のとおり整理する。

調査次数 報告書名 発行年 調査主体 備考

Ⅰ 空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅰ） 1995.1 高松市教委

Ⅱ 空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅱ） 1995.3 高松市教委

Ⅲ 空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅰ） - 第２次調査 - 2016.3 高松市教委

Ⅳ 空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅳ） 2024.1 高松市教委 本書

第１表　周辺における既刊報告書

第 1図	 調査地位置図 (1/5,000)



空港跡地遺跡
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第２章　地理的・歴史的環境

第１節　地理的環境
　高松市は香川県のほぼ中央に位置し、 北側は瀬戸内海

に面している。 高松平野は約 190 ㎢の面積を測り、 南を

讃岐山脈、 東を立石山山系、 西を五色台山塊に囲まれ、

讃岐山脈から源を発する郷東川や春日川、 詰田川、 春日

川、 新川等の大規模な河川によって形成された沖積平野

である。 南から北に向かって緩やかに下がっている。

　調査地が所在する林町や木太町周辺では、 これまでの

研究や近年の発掘調査によっていく筋もの旧河道やそれ

に挟まれる微高地等の存在が確認されている。 現在では

ほぼ平坦な地形でのどかな田園風景が広がっているが、

埋没した旧地形は現在より起伏に富んだ地形をしていたこ

とが明らかになってきた。

　空港跡地遺跡は、 高松平野のほぼ中央に位置し、 東側

は春日川の支流である古川に至り、 西側は郷東川の旧河道があった比較的大きな微高地上に位

置する。 扇状地の末端部にあたることから 「出水」 と呼ばれる自噴地下水脈が豊富である。

第 2 節　歴史的環境

　空港跡地遺跡周辺の歴史的環境は、 平成 28 年度に刊行した 〔高松市教委 2016〕 と令和２年

度に刊行した 〔高松市教委 2020〕 等において詳細に掲載されており、 そちらを参照願いたい。

本報告書では、 今回の調査結果に深く関係する高松平野の条里地割について記述する。

　高松平野は条里地割が明瞭に遺存する地域として知られていたが、 高松平野の中央に位置す

る太田、 木太、 林、 多肥の 4 地区に、 大規模な区画整理事業が実施された。 この地域はわが

国最古の荘園絵図であり、 平成３年３月に重要文化財に指定された 『弘福寺領讃岐国山田郡田

図』 の比定地であると考えられている。 昭和 62 年度から平成３年度まで弘福寺山田郡田図関係

調査事業として考古学的調査だけでなく歴史学、 古文書学、 民俗学、 歴史地理学、 自然科学

など学際的な調査が実施された。 その成果は 〔高松市教委 1992 ・ 1999〕 として刊行された。

　本遺跡周辺の調査例で条里地割に沿った遺構を検出した遺跡を時期別に挙げる。

【古代】　空港跡地遺跡で８世紀後半の条里地割に沿う掘立柱建物や溝が検出され、 当該地域

においてこの頃から条里地割が施行されたと考えられる。 上林遺跡では８世紀後半～９世紀の溝

が検出される。 10 世紀になると空港跡地遺跡で掘立柱建物や溝等が検出される。

【中世】　12 世紀前半～ 16 世紀になると、 六条上青木遺跡、 林宗高遺跡、 六条上川西遺跡、

六条西村遺跡で溝と土坑が検出され、 県教委が調査した六条下所遺跡では 12 世紀前半～ 14

世紀後葉の坪界に合致する溝群が検出されている。 市教委が調査した六条下所遺跡では六条

10 里 32 坪と六条 11 里５坪の里境溝を検出し、 坪地割に伴う溝も検出している。 空港跡地遺跡

では全域に条里地割に沿う溝や建物群が検出される。 中世段階には広範囲に条里地割が施行

★
空港跡地遺跡
（亀の町地区）

第 2図	 高松市の地形と調査地位置図
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されるようになる。

【近世】　空港跡地遺跡は全域で 17 世紀～ 18 世紀前半の条里地割に沿った坪界溝や里境溝、

掘立柱建物を多数検出しており、 調査成果に基づく条里地割の復元を行っている。 空港跡地遺

跡 （亀の町地区Ⅱ） では 10 里 ・ 11 里の里界線を検出している。

【近代】　空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅰ - 第２次調査 -） では戦中の攪乱を受けているが坪界溝
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第１節　地理的環境
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に挟まれる微高地等の存在が確認されている。 現在では

ほぼ平坦な地形でのどかな田園風景が広がっているが、

埋没した旧地形は現在より起伏に富んだ地形をしていたこ

とが明らかになってきた。

　空港跡地遺跡は、 高松平野のほぼ中央に位置し、 東側

は春日川の支流である古川に至り、 西側は郷東川の旧河道があった比較的大きな微高地上に位

置する。 扇状地の末端部にあたることから 「出水」 と呼ばれる自噴地下水脈が豊富である。

第 2 節　歴史的環境

　空港跡地遺跡周辺の歴史的環境は、 平成 28 年度に刊行した 〔高松市教委 2016〕 と令和２年

度に刊行した 〔高松市教委 2020〕 等において詳細に掲載されており、 そちらを参照願いたい。

本報告書では、 今回の調査結果に深く関係する高松平野の条里地割について記述する。

　高松平野は条里地割が明瞭に遺存する地域として知られていたが、 高松平野の中央に位置す

る太田、 木太、 林、 多肥の 4 地区に、 大規模な区画整理事業が実施された。 この地域はわが

国最古の荘園絵図であり、 平成３年３月に重要文化財に指定された 『弘福寺領讃岐国山田郡田

図』 の比定地であると考えられている。 昭和 62 年度から平成３年度まで弘福寺山田郡田図関係

調査事業として考古学的調査だけでなく歴史学、 古文書学、 民俗学、 歴史地理学、 自然科学

など学際的な調査が実施された。 その成果は 〔高松市教委 1992 ・ 1999〕 として刊行された。

　本遺跡周辺の調査例で条里地割に沿った遺構を検出した遺跡を時期別に挙げる。

【古代】　空港跡地遺跡で８世紀後半の条里地割に沿う掘立柱建物や溝が検出され、 当該地域

においてこの頃から条里地割が施行されたと考えられる。 上林遺跡では８世紀後半～９世紀の溝

が検出される。 10 世紀になると空港跡地遺跡で掘立柱建物や溝等が検出される。

【中世】　12 世紀前半～ 16 世紀になると、 六条上青木遺跡、 林宗高遺跡、 六条上川西遺跡、

六条西村遺跡で溝と土坑が検出され、 県教委が調査した六条下所遺跡では 12 世紀前半～ 14

世紀後葉の坪界に合致する溝群が検出されている。 市教委が調査した六条下所遺跡では六条

10 里 32 坪と六条 11 里５坪の里境溝を検出し、 坪地割に伴う溝も検出している。 空港跡地遺跡

では全域に条里地割に沿う溝や建物群が検出される。 中世段階には広範囲に条里地割が施行

★
空港跡地遺跡
（亀の町地区）
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第 3 図	 周辺の主要遺跡分布図（S＝ 1/10,000）
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第３章　調査の成果

第１節　試掘調査の概要

　1 　試掘調査の方法

　埋蔵文化財の包蔵状況の確認のため、対象地全域に 11 本の試掘トレンチを設定し、バックホー

を用いて遺構面までの掘削を行い、 人力で遺構面の精査と遺構検出作業を行った。

　２　試掘調査の成果

　試掘調査の詳細については、 令和４年度に刊行した高松市教育委員会 2022 『高松市内遺跡

発掘調査概報－令和４年度国庫補助事業－』 に掲載しており、 そちらを参照願いたい。 試掘調

査の成果の概要は以下のとおりである。

　検出した遺構は南北方向に延びる溝４条と東西方向の溝１条と数基のピットである。 調査対象

地全域にわたって比較的密に遺構が検出され、 少量ながら遺物を伴う。 隣接する空港跡地遺跡

から連続する土地利用の実態を示す遺跡として理解することが妥当である。

　なお、 試掘調査ではビニール袋１/ ３袋程度の遺物が出土した。 図化できたのは、 ４トレンチ南

端から出土した第５図－１の須恵器椀のみである。 その他に２トレンチから須恵器の甕片、 ４トレ

ンチの溝から土師器小片、 ８トレンチから土師器

小片、 サヌカイト剥片が出土した。 ８トレンチ東

部で確認した急激な地形の傾斜部の最下部付

近では大型の木片や木葉片が遺存していた。

第２節　調査の方法

　１　調査区の設定（第６図）

　本調査は、 開発工事によって埋蔵文化財の保

護が図れない範囲を対象に実施した。 今回の開

発工事により地下遺構に影響を与えるのは、 建

物本体の基礎 ・ 梁設置部分と浄化槽埋設部分

である。 ただし、 建物本体部分の北東部は基礎

と梁が密に交錯しているため、 10 ヶ所の基礎と

14 ヶ所の梁をまとめて調査区とした部分と 6 カ所

の梁をまとめて調査区とした部分がある。 設定し

た調査区の総面積は約 805 ㎡である。 調査区の

番号は、 調査及び記録の便宜上、 事業地北西

隅から着手順に１グリッド、 ２グリッド…の連番を

付与した。 建物本体部分は１～ 49 グリッド、 浄

化槽埋設部分は 50 グリッドと呼称する。

（S=1/1,000）
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第 4図	 試掘調査トレンチ及び遺構配置図

第 5 図	 試掘調査出土遺物実測図

口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

空港跡地遺跡

－ 4－

７７
７７

１：空港跡地遺跡 (本書 )　２：六条上川西遺跡　３：六条西村遺跡　４：宗高坊城遺跡　５：林宗高遺跡　
６：天皇西原遺跡　７：空港跡地遺跡　８：公務員宿舎遺跡　９：宮西・一角遺跡　10：六条上青木遺跡　
11：上林遺跡　12：中林遺跡　13：竹部遺跡　14：由良山城跡　15：北野遺跡　16：六条下所遺跡

７７

1111

1414

５５

７７

７７

1616

1616

1010

1515

８８

1212

1212
1111

1111
７７

９９

１１

1313

２２

３３

４４

５５６６
２２

３３

４４

５５６６

８８

９９

1111

1212

1313

1515

５５

1212
1111

1111

７７

７７

第 3図	 周辺の主要遺跡分布図（S＝ 1/10,000）
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0 10ｍ

（S=1/400）

G.N

G-1　

G-50　

G-49　G-48　G-47　G-46　G-45　G-44　G-43G-42　G-41G-40　G-39　G-38　G-37　G-36　

G-34　

G-35

G-33　G-32　G-31　G-30　G-29　G-28　G-27　

G-26　G-25　G-24　G-23　G-22　G-21　G-20　G-19　G-18G-17　G-16　G-15　

G-14　G-13　G-12　G-11　G-10　G-9　G-8　

G-7　G-6　
G-5　

G-4　
G-3　

G-2　

x=144040

x=144050

x=144060

x=144020

x=144030

y=53100

y=53110

y=53120

y=53130

y=53140
　２　掘削の手順

　本調査は、 建物本体の北西隅から着手し、 東側に向けて重機掘削を進めた。 １～ 14 グリッド

の掘削を終えると、 中央の 15 ～ 34 グリッドを掘削し、 最後に南側の 35 ～ 49 グリッドを掘削した。

建物本体部分の調査が終了した後に、 浄化槽埋設部分である 50 グリッドの重機掘削を行った。

最後に７グリッドにおいて下層 （２面目） の遺構確認のため重機による深掘りを行った。

　３　調査の方法

　調査は、 バックホーを用いて現水田耕作土 ・ 床土、 近世の水田耕作土と床土を除去し、 遺構

検出面まで掘削した。 その後に人力によって遺構面の精査 ・ 遺構確認作業を行った。

　検出した遺構にはそれぞれの性格に応じた略号を付け、 検出順に通し番号を付与した。 溝に

関しては検出位置 ・ 流方向 ・ 断面形 ・ 埋土の特徴などから明らかに一連の遺構と考えられる場

合には調査グリッドを越えて同一の遺構番号を付けている。 遺構検出面は７ ・ 50 グリッドを除く調

査区で１面であり、 ７ ・ 50 グリッドは試掘調査において下層に遺構が確認されたことから上層の遺

構の調査終了後に地山である砂礫層まで掘り下げを行った。 出土した遺物は遺構ごとに取り上

げ、 出土層位の判明する資料は記録した。

　遺構の断面図 ・ 平面図は、 手測りにより行い、 調査地に近在する基準点を用いて国土座標第

Ⅳ系 ( 世界測地系 ) にはめ込む方法を取った。 基準点の座標は、 SK １ （Ｘ＝ 144039.041、 Ｙ＝

53084.993）、SB ２ （Ｘ＝ 144001.912、Ｙ＝ 53093.729、Ｈ＝ 13.376） であり、事業者より提供を受けた。

　写真撮影は主として 35mm フィルムカメラを使用し、 モノクロフィルムとカラーリバーサルフイルム

にそれぞれ記録した。 また、 補助的にコンパクトデジタルカメラを用いて撮影を行った。

第 6図	 調査区の名称
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－ 7～ 8－

0 1ｍ

（S=1/40）

  1. 10YR4/4 褐色 シルト質極細砂 －Ⅰ層
  2. 10YR8/2 灰白色 シルト質極細砂 －Ⅱ層
  3. 10YR3/3 暗褐色 シルト質極細砂 ( 粘性強い，Fe 多量に含む )
  4. 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質極細砂 ( 粘性強い )
  5. 10YR4/1 褐灰色 粘土 Fe 沈着
  6. 10YR8/4 浅黄橙色 シルト 遺構検出面 ( 地山 )
  7. 10YR5/2+2.5Y6/1 灰黄褐色 シルト質極細砂 + 黄灰色 細砂 
  8. 10YR5/2+2.5Y6/1 灰黄褐色 シルト質極細砂 + 黄灰色細砂
  9. 2.5Y6/1 黄灰色 細砂
10. 10YR4/1 褐灰色 シルト質極細砂 ( 粘性あり )
11. 2.5Y7/1 灰白色 中～細砂 ( 小石を含む )
12. 10YR5/1 褐灰色 細砂～シルト
13. 7.5Y5/1 褐灰色 細砂～粗砂 －Ⅵ層

Ⅲ層

Ⅳ層 遺構検出面

Ⅴ層

  1. 10YR4/4 褐色 シルト質極細砂 －Ⅰ層
  2. 10YR8/2 灰白色 シルト質極細砂 －Ⅱ層
  3. 10YR5/2 灰黄褐色 シルト質極細砂 (２層をブロック状に含む )
  4. 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質極細砂
  5. 10YR6/4＋6/2 にぶい黄橙色＋灰黄褐色 シルト質極細砂～細砂 －Ⅳ層
  6. 10YR5/2 灰黄褐色 シルト質極細砂 (７層を若干含む )
  7. 10YR3/1 黒褐色 シルト質極細砂
  8. 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト質極細砂
  9. 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト ( 明黄褐色ブロックを含む )
10. 2.5Y6/1 黄灰色 細砂

11. 2.5Y7/2 灰黄色 細～中砂
12. 10YR3/1 黒褐色 粘土 粗砂混じり
13. 10YR4/1 褐灰色 細砂～シルト
14. 10YR3/1 黒褐色 粘土
15. 10YR3/1 黒褐色 シルト
16. 10YR2/1 黒色 シルト混じり粘土
17. 10YR2/2 黒褐色 粘土 ( 灰白色中～細砂を含む ) 
18. 5Y5/1 灰色 粘土 － 不定形小区画水田
19. 風化砂礫層 －Ⅵ層

Ⅲ層

Ⅴ層

Ⅴ層
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第 7図	 土層図
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－ 9～ 10 －

0 5ｍ

（S=1/200）

G.N

SK02

試掘トレンチ

風倒木

SD01 SD01

SD03 SD04 SD05 SD06

SD01

土層②

土
層
①

土層③

土層④

SP27

SP07
SP08

SP09

SD04

SD05
SD06

SD03
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SP13
SP14

SP18

SP24
SP19

SP17

SP15

SP16

SP12
SP11SP10

SP20

SP21

SP22

SD03 SD05

SP28

SD04

コンクリート塊

木

SD29

G7 グリッド下層

水田

x=144040

x=144050

x=144060

x=144020

x=144010
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第 8図	 遺構平面図
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第３章　調査の成果

第３節　地形と層序

　１　周辺の地形

　高松平野は条里地割が比較的明瞭に残されているが、 事業地周辺は昭和 19 年の旧陸軍飛行場建設に伴う

大規模な造成により旧地形が大きく改変されており、 条里地割と方向の異なる土地区画となっている。 しかし、

近年の当該地域の発掘調査の増加に伴い、 旧地形や土地利用の情報が次第に蓄積されてきた。

　空港跡地遺跡全体をみると、 遺構面の標高が調査地東端で約 13.00 ｍ、 西端で約 21.50 ｍを測り、 旧地形

が東に向かって傾斜して降る。 また、 複数の自然流路と微高地の存在が確認され、 微高地上には弥生時代

前期から近世の遺構が認められ、 条里地割に伴う溝も検出される。 本調査地の北西に隣接する空港跡地遺跡

（亀の町地区 Ⅰ－第２次調査－） では、 現地表面の標高は約 12.70m 前後であり、 ほぼ平坦である。 南東側

に位置する六条下所遺跡の現地表面の標高は約 12.30 ｍである。

　調査地における現地表面 （水田） の標高は、西側で約 12.80 ｍ、東側で約 12.50 ｍ、北側で約 12.70 ｍであり、

空港跡地遺跡の旧地形と同様に西から東に向かってやや低くなっている。

　２　基本層序 （第７図）

　第７図は建物本体部分の西壁を土層①、北壁西側を土層②、溝を中心とした７グリッド南壁を土層③、50 グリッ

ド南壁を土層④として掲載する。 土層注記は調査区が離れており、 堆積状況が異なることから土層①～③と土

層④で別となっている。

　基本層序は大別し 6 層にまとめることができる （上位の堆積から順にⅠ～Ⅵ層とする）。 Ⅰ層は褐色シルト質

極細砂の現代水田耕作土 （土層①～④の第 1 層）、 Ⅱ層は灰白色シルト質極細砂の近世の水田耕作土 ・ 床

土である （土層①～④の第２層）。 Ⅲ層は暗褐色シルト質極細砂 （土層①～③の第３層） と灰黄褐色シルト質

極細砂 （土層①～③の第４層、 土層④の第３・４層） である。 Ⅳ層は浅黄橙色シルト （土層①～③の第６層）、

灰黄褐色シルト質極細砂＋黄灰色細砂 （土層①～③の第７層）、 にぶい黄橙色＋灰黄褐色シルト質極細砂～

細砂 （土層④の第５層） であり、 遺構検出面である。 浅黄橙色シルトは地山であり、 建物本体部分の中央か

ら南部にかけて広い範囲に確認され、 厚く堆積する。 灰黄褐色シルト質極細砂＋黄灰色細砂は、 浅黄橙色シ

ルトが急激に下がる建物本体部分の北部に堆積する。 Ⅴ層は旧地形が急激に低くなる調査区北東部に堆積

する土層 （土層①～③の第８～ 12 層、 土層④の第６～ 17 層） であり、 Ⅳ層とⅥ層の間に厚く堆積する。 Ⅵ

層は褐灰色細砂～粗砂 （土層③の第 13 層）、 風化砂礫層 （土層④の第 19 層） であり、 地山である。 Ⅵ層

は SD29 の検出面である。

　調査区の基本層序を概観すると、 調査区の北東部と中央～南部では全く異なる様相を呈する。 北東部は地

山が急激な傾斜で低くなっており、 Ⅳ層の遺構検出面とⅥ層の地山との間に厚い堆積がみられる。 一方、 中

央～南部では地山の浅黄橙色シルトが近世の水田直下で検出される。

第４節　遺構 ・遺物

　１　遺構の概要 （第８図）　　

　検出した遺構は、 溝６条、 土坑１基、 ピット 22 基、 水田である。 溝は建物本体部分の北部と東部、 浄化槽

埋設部分に集中しており、 東西方向に延びるＳＤ 01 と南北方向に延びるＳＤ 03 ～ 06、 ７グリッド下層のＳＤ 29

である。 ＳＤ 03 ～ 06 は条里地割に沿った溝である。 ピットは調査地の南西部に集中して検出した。 ピットはそ

れぞれ単独の遺構であり、 調査した範囲では検出位置に規則性は認められない。 水田は浄化槽埋設部分の

南西隅において土層観察で畦畔状の高まりを 2 カ所検出した。 以下にそれぞれの詳細を報告する。
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　 2　検出した遺構 ・ 遺物

溝

ＳＤ０１ （第９図）

　建物本体部分の北側に位置する１ ・ ３ ・ ５～７グリッドにおいて検出した溝であり、 試掘調査の４ ・ ５トレンチ

で確認した溝である。 １グリッドでは、 重機掘削の指示の不手際により遺構検出面を掘削してしまい、 平面とし

て検出することはできなかったが、 西壁の土層観察でさらに西側に延伸することを確認した。

　ＳＤ 01 は東西方向に延びる溝であり、 １～５グリッド間は直線的であるが、 ６グリッドにおいて小さく南側に湾

曲し、 ７グリッドでは若干蛇行しながらＳＤ０３の手前に達する。 溝の東端は緩やかに細くなる。 検出した溝の全

長は約 38.30 ｍを測り、 延伸方向はＮ―70°―Ｅである。 ３グリッドでは非常に短い距離であるが溝が南西方

向に分岐する。 検出面の標高は、 西端の１グリッド西壁では 12.50 ｍであるが、 その他のグリッドでは 12.04 ～

12.10 ｍである。

　溝の規模は、 １グリッド西壁では幅 1.48 ｍ、 深さ 0.18 ｍ、 ３グリッド西端では幅 0.30 ｍ、 深さ 0.07 ｍ、 ５グ

リッド東端では幅 0.95 ｍ、深さ 0.28 ｍ、７グリッド西側では幅 1.65 ｍ、深さ 0.50 ｍ、溝の東端付近では幅 0.90

ｍ、 深さ 0.14 ｍを測る。 特に３グリッドでの溝の規模が非常に小さいが、 その要因として重機掘削における遺

構検出面の掘り過ぎがある。 溝の断面形態は緩やかな掘り込みのＵ字形を呈するが、 ６グリッドの湾曲部分は

南側の掘り込みに段を有し、 ７グリッド西部では北側の掘り込みに段を有する。 溝底面の標高は、 1 グリッド西

壁で 12.30 ｍ、７グリッド西端で 11.84 ｍ、東端で 12.10 ｍである。 溝の西端と東端の比高差は約 0.20 ｍであり、

西から東に向かって低くなっている。 溝の最深部は７グリッド西側の段を有する部分であり、 その標高 11.68 ｍ

である。

　土層観察は５グリッド西壁の B 断面で行った。 埋土は４層に分層でき、 上層の第１層は黒褐色＋にぶい黄褐

色シルト質極細砂、 第２層は黒色シルト質極細砂、 第３層は黒褐色シルト質極細砂、 第４層は褐灰色細砂＋

褐灰色シルト質極細砂である。 堆積状態は上層の第１層と下層の第２～４層で大きく二つに分かれる。

　出土遺物は土師質土器の小片１点のみであり、 詳細な時期は不明であるが、 埋土や出土土器から中世であ

ると考えられる。

ＳＤ０３ （第 10 ・ 11 図）

　建物本体部分の東側に位置する７ ・ 13 ・ 23 ・ 43 ・ 44 グリッドと浄化槽埋設部分の 50 グリッド中央において

検出した南北方向に延びる溝である。 ＳＤ 04 ～ 06 とほぼ平行に延び、 ４条の溝で最も西側の溝である。

　ＳＤ 03 はほぼ直線的に延びる溝であり、 検出した溝の全長は約 46.5 ｍを測り、 延伸方向はＮ－ 10°－Ｅ

である。 検出面の標高は、 南端の 43 グリッドで 12.25 ｍ、 中央部の 23 グリッドで 12.15 ｍ、 ７グリッド北端で

12.10 ｍ、 50 グリッド南端で 12.00 ｍ、 北端で 12.05 ｍである。

　溝の規模は、 溝の南端で幅 2.15 ｍ、 深さ 0.51 ｍ、 23 グリッドで最大幅 2.20 ｍ、 深さ 0.40 ｍ、 7 グリッド北

端で幅 2.15 ｍ、 深さ 0.50 ｍ、 50 グリッドで幅 1.70 ｍ、 深さ 0.30 ｍを測る。 溝の断面形態は緩やかな掘り込

みのＵ字形を呈するが、 溝の南端付近は東西両方向の掘り込みに段を有し、 13 ・ 23 グリッドでは底面に長さ

3.40 ｍと 2.50 ｍ、 幅 0.40 ～ 0.80 ｍ、 深さ 0.05 ～ 0.10 ｍを測る帯状の凹地が２ヶ所ある。 溝底面の標高は、

南端で 11.76 ｍ、 ７グリッド北端で 11.65 ｍ、 50 グリッド南端で 11.63 ｍ、 北端で 11.78 ｍである。 溝の南端と

北端での底面の標高はほとんど同じであるが、 ７グリッドのみであれば北方向に緩やかに下がっており、

南から北に低くなる高松平野の地形から判断しても、 SD03 は北流すると考えられる。
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　 2　検出した遺構 ・ 遺物

溝

ＳＤ０１ （第９図）

　建物本体部分の北側に位置する１ ・ ３ ・ ５～７グリッドにおいて検出した溝であり、 試掘調査の４ ・ ５トレンチ

で確認した溝である。 １グリッドでは、 重機掘削の指示の不手際により遺構検出面を掘削してしまい、 平面とし

て検出することはできなかったが、 西壁の土層観察でさらに西側に延伸することを確認した。

　ＳＤ 01 は東西方向に延びる溝であり、 １～５グリッド間は直線的であるが、 ６グリッドにおいて小さく南側に湾

曲し、 ７グリッドでは若干蛇行しながらＳＤ０３の手前に達する。 溝の東端は緩やかに細くなる。 検出した溝の全

長は約 38.30 ｍを測り、 延伸方向はＮ―70°―Ｅである。 ３グリッドでは非常に短い距離であるが溝が南西方

向に分岐する。 検出面の標高は、 西端の１グリッド西壁では 12.50 ｍであるが、 その他のグリッドでは 12.04 ～

12.10 ｍである。

　溝の規模は、 １グリッド西壁では幅 1.48 ｍ、 深さ 0.18 ｍ、 ３グリッド西端では幅 0.30 ｍ、 深さ 0.07 ｍ、 ５グ

リッド東端では幅 0.95 ｍ、深さ 0.28 ｍ、７グリッド西側では幅 1.65 ｍ、深さ 0.50 ｍ、溝の東端付近では幅 0.90

ｍ、 深さ 0.14 ｍを測る。 特に３グリッドでの溝の規模が非常に小さいが、 その要因として重機掘削における遺

構検出面の掘り過ぎがある。 溝の断面形態は緩やかな掘り込みのＵ字形を呈するが、 ６グリッドの湾曲部分は

南側の掘り込みに段を有し、 ７グリッド西部では北側の掘り込みに段を有する。 溝底面の標高は、 1 グリッド西

壁で 12.30 ｍ、７グリッド西端で 11.84 ｍ、東端で 12.10 ｍである。 溝の西端と東端の比高差は約 0.20 ｍであり、

西から東に向かって低くなっている。 溝の最深部は７グリッド西側の段を有する部分であり、 その標高 11.68 ｍ

である。

　土層観察は５グリッド西壁の B 断面で行った。 埋土は４層に分層でき、 上層の第１層は黒褐色＋にぶい黄褐

色シルト質極細砂、 第２層は黒色シルト質極細砂、 第３層は黒褐色シルト質極細砂、 第４層は褐灰色細砂＋

褐灰色シルト質極細砂である。 堆積状態は上層の第１層と下層の第２～４層で大きく二つに分かれる。

　出土遺物は土師質土器の小片１点のみであり、 詳細な時期は不明であるが、 埋土や出土土器から中世であ

ると考えられる。

ＳＤ０３ （第 10 ・ 11 図）

　建物本体部分の東側に位置する７ ・ 13 ・ 23 ・ 43 ・ 44 グリッドと浄化槽埋設部分の 50 グリッド中央において

検出した南北方向に延びる溝である。 ＳＤ 04 ～ 06 とほぼ平行に延び、 ４条の溝で最も西側の溝である。

　ＳＤ 03 はほぼ直線的に延びる溝であり、 検出した溝の全長は約 46.5 ｍを測り、 延伸方向はＮ－ 10°－Ｅ

である。 検出面の標高は、 南端の 43 グリッドで 12.25 ｍ、 中央部の 23 グリッドで 12.15 ｍ、 ７グリッド北端で

12.10 ｍ、 50 グリッド南端で 12.00 ｍ、 北端で 12.05 ｍである。

　溝の規模は、 溝の南端で幅 2.15 ｍ、 深さ 0.51 ｍ、 23 グリッドで最大幅 2.20 ｍ、 深さ 0.40 ｍ、 7 グリッド北

端で幅 2.15 ｍ、 深さ 0.50 ｍ、 50 グリッドで幅 1.70 ｍ、 深さ 0.30 ｍを測る。 溝の断面形態は緩やかな掘り込

みのＵ字形を呈するが、 溝の南端付近は東西両方向の掘り込みに段を有し、 13 ・ 23 グリッドでは底面に長さ

3.40 ｍと 2.50 ｍ、 幅 0.40 ～ 0.80 ｍ、 深さ 0.05 ～ 0.10 ｍを測る帯状の凹地が２ヶ所ある。 溝底面の標高は、

南端で 11.76 ｍ、 ７グリッド北端で 11.65 ｍ、 50 グリッド南端で 11.63 ｍ、 北端で 11.78 ｍである。 溝の南端と

北端での底面の標高はほとんど同じであるが、 ７グリッドのみであれば北方向に緩やかに下がっており、

南から北に低くなる高松平野の地形から判断しても、 SD03 は北流すると考えられる。
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　土層観察は 50 グリッド南壁の B 断面と７グリッド南壁の D 断面で行った。 B 断面では４層に分層でき、 第１

層は黒褐色シルト質極細砂、 第２層はにぶい黄褐色＋灰黄褐色シルト質極細砂、 第３層は細砂を含む黒褐色

粘土、 第４層は黒色粘土である。 D 断面では７層に分層でき、 第１層は黒褐色シルト質極細砂、 第２層は細

砂を含む褐灰色シルト質極細砂、 第３層はシルトを斑状に含む褐灰色粘土、 第４層は細砂を含む褐灰色粘土、

第５層は細砂を含む黒色粘土、 第６層はシルトをラミナ状に含む褐灰色粘土、 最下層の第７層は灰白色細～

粗砂である。 B 断面の第１層と D 断面の第１層は同一であり、 B 断面の第３層と D 断面の第５層はほぼ同一で

ある。

　13 ・ 23 グリッドの帯状の凹地周辺において動物の足跡を 20 個以上検出する。 足跡には褐灰色細砂が充填

される。 動物の動いた方向は不明である。

　出土遺物は須恵器杯 （２～４）、 同甕 （５）、 弥生土器甕 （６）、 加工材 （７） である。 その他に土師器小片・

須恵器小片が出土した。

　２は口縁部から体部上半であり、 直接的な体部から口縁部に至る。 器厚は薄い。 ３は平底の底部であり、 調

整は回転ヘラ切り後にナデが施される。 ４は底部から直線的な体部が鋭角に立ち上がる。 底面の調整は回転

ヘラ切り後に周辺部にナデ、中央部にハケが施される。 外面には火襷が残り、底部内面は非常に滑らかである。

５は頸部下半から体部上位であり、 器厚は厚い。 体部外面の調整は回転ナデ、 格子状タタキ後にカキ目、 内

面は青海波状タタキ後に回転ナデが施される。 ６は口縁部であり、 口縁端部が上下に拡張する。 弥生時代後

期の土器で、 混入である。 ７は断面長方形の加工材である。 用途は不明である。 板目材である。

　本溝は磁北から約 10°東に振った方位でほぼ直線的に延びる溝であり、 東側に検出したＳＤ 04 ～ 06 と並

走し、 その幅と深さはＳＤ 04 と同様に大規模である。 詳細は第４章で整理するが、 条里地割復元図を調査区

に合わせると、 本溝の位置は山田郡条里の六条と七条の境界線と一致する。 つまり、 本溝は六条と七条の里

界溝である。 時期は出土遺物から 10 世紀前半であると考えられる。

ＳＤ０４ （第 12 ・ 13 図）

　建物本体部分の東側に位置する７ ・ 13 ・ 23 ・ 32 ・ 44 ・ 45 グリッドと浄化槽埋設部分の 50 グリッド東側にお

いて検出した南北方向に延びる溝である。 ＳＤ 03 ・ 05 ・ 06 とほぼ平行に延び、 ＳＤ 03 とＳＤ 05 ・ 06 の間に

検出した溝である。 ＳＤ 03 との間隔は南端で約 0.60 ｍ、 中央で約 2.00、 北端で約 1.15 ｍであり、 ＳＤ 05 ・

06 との間隔は南端で約 0.60 ｍ、 中央で約 0.60 ｍ、 北端で約 0.60 ｍである。

　ＳＤ 04 はほぼ直線的に延びる溝であり、 検出した溝の全長は約 46.00 ｍを測り、 延伸方向はＮ－ 10°－Ｅ

である。 検出面の標高は、 南端の 45 グリッドで 12.20 ｍ、 中央部の 13 グリッドで 12.10 ｍ、 ７グリッド北端で

12.10 ｍ、 50 グリッド南端で 12.00 ｍ、 北端で 12.05 ｍである。

　溝の規模は、溝の南端で幅 1.35 ｍ、深さ 0.44 ｍ、13 グリッドで 1.40 ｍ、深さ 0.50 ｍ、7 グリッド北端で幅 1.70 ｍ、

深さ 0.53 ｍ、 50 グリッドで幅 2.65 ｍ、 深さ 0.50 ｍを測る。 建物本体部分では緩やかな掘り込みのＵ字形の溝

であるが、 浄化槽埋設部分の 50 グリッドでは３条の溝が確認され、 ＳＤ 04 －１、 ＳＤ 04 －２、 ＳＤ 04 －３と呼

称する。 ＳＤ 04 －１は上位で検出し、幅は 1.35 ～ 1.50 ｍ、深さは 0.25m を測る。 底面の標高は 11.86 ｍである。

断面形態は緩やかな掘り込みのＵ字形を呈する。ＳＤ 04 －２はＳＤ 04 －１の東側に隣接する。幅は 0.55 ～ 0.90

ｍ、 深さは 0.20 ｍを測る。 底面の標高は 11.85 ｍである。 断面形態は緩やかな掘り込みのＵ字形を呈するが、

中央より北では東側の掘り込みに段を有する。 中央の底面直上に黒色土器、 瓦器、 須恵器が集中して出土し

た。 ＳＤ 04 －３はＳＤ 04 －１の下位において検出した。 幅は 1.50 ～ 1.70 ｍ、 深さは 0.50 ｍを測る。 底面の



空港跡地遺跡

－ 14 －

　土層観察は 50 グリッド南壁の B 断面と７グリッド南壁の D 断面で行った。 B 断面では４層に分層でき、 第１

層は黒褐色シルト質極細砂、 第２層はにぶい黄褐色＋灰黄褐色シルト質極細砂、 第３層は細砂を含む黒褐色

粘土、 第４層は黒色粘土である。 D 断面では７層に分層でき、 第１層は黒褐色シルト質極細砂、 第２層は細

砂を含む褐灰色シルト質極細砂、 第３層はシルトを斑状に含む褐灰色粘土、 第４層は細砂を含む褐灰色粘土、

第５層は細砂を含む黒色粘土、 第６層はシルトをラミナ状に含む褐灰色粘土、 最下層の第７層は灰白色細～

粗砂である。 B 断面の第１層と D 断面の第１層は同一であり、 B 断面の第３層と D 断面の第５層はほぼ同一で

ある。

　13 ・ 23 グリッドの帯状の凹地周辺において動物の足跡を 20 個以上検出する。 足跡には褐灰色細砂が充填

される。 動物の動いた方向は不明である。

　出土遺物は須恵器杯 （２～４）、 同甕 （５）、 弥生土器甕 （６）、 加工材 （７） である。 その他に土師器小片・

須恵器小片が出土した。

　２は口縁部から体部上半であり、 直接的な体部から口縁部に至る。 器厚は薄い。 ３は平底の底部であり、 調

整は回転ヘラ切り後にナデが施される。 ４は底部から直線的な体部が鋭角に立ち上がる。 底面の調整は回転

ヘラ切り後に周辺部にナデ、中央部にハケが施される。 外面には火襷が残り、底部内面は非常に滑らかである。

５は頸部下半から体部上位であり、 器厚は厚い。 体部外面の調整は回転ナデ、 格子状タタキ後にカキ目、 内

面は青海波状タタキ後に回転ナデが施される。 ６は口縁部であり、 口縁端部が上下に拡張する。 弥生時代後

期の土器で、 混入である。 ７は断面長方形の加工材である。 用途は不明である。 板目材である。

　本溝は磁北から約 10°東に振った方位でほぼ直線的に延びる溝であり、 東側に検出したＳＤ 04 ～ 06 と並

走し、 その幅と深さはＳＤ 04 と同様に大規模である。 詳細は第４章で整理するが、 条里地割復元図を調査区

に合わせると、 本溝の位置は山田郡条里の六条と七条の境界線と一致する。 つまり、 本溝は六条と七条の里

界溝である。 時期は出土遺物から 10 世紀前半であると考えられる。

ＳＤ０４ （第 12 ・ 13 図）

　建物本体部分の東側に位置する７ ・ 13 ・ 23 ・ 32 ・ 44 ・ 45 グリッドと浄化槽埋設部分の 50 グリッド東側にお

いて検出した南北方向に延びる溝である。 ＳＤ 03 ・ 05 ・ 06 とほぼ平行に延び、 ＳＤ 03 とＳＤ 05 ・ 06 の間に

検出した溝である。 ＳＤ 03 との間隔は南端で約 0.60 ｍ、 中央で約 2.00、 北端で約 1.15 ｍであり、 ＳＤ 05 ・

06 との間隔は南端で約 0.60 ｍ、 中央で約 0.60 ｍ、 北端で約 0.60 ｍである。

　ＳＤ 04 はほぼ直線的に延びる溝であり、 検出した溝の全長は約 46.00 ｍを測り、 延伸方向はＮ－ 10°－Ｅ

である。 検出面の標高は、 南端の 45 グリッドで 12.20 ｍ、 中央部の 13 グリッドで 12.10 ｍ、 ７グリッド北端で

12.10 ｍ、 50 グリッド南端で 12.00 ｍ、 北端で 12.05 ｍである。

　溝の規模は、溝の南端で幅 1.35 ｍ、深さ 0.44 ｍ、13 グリッドで 1.40 ｍ、深さ 0.50 ｍ、7 グリッド北端で幅 1.70 ｍ、

深さ 0.53 ｍ、 50 グリッドで幅 2.65 ｍ、 深さ 0.50 ｍを測る。 建物本体部分では緩やかな掘り込みのＵ字形の溝

であるが、 浄化槽埋設部分の 50 グリッドでは３条の溝が確認され、 ＳＤ 04 －１、 ＳＤ 04 －２、 ＳＤ 04 －３と呼

称する。 ＳＤ 04 －１は上位で検出し、幅は 1.35 ～ 1.50 ｍ、深さは 0.25m を測る。 底面の標高は 11.86 ｍである。

断面形態は緩やかな掘り込みのＵ字形を呈する。ＳＤ 04 －２はＳＤ 04 －１の東側に隣接する。幅は 0.55 ～ 0.90

ｍ、 深さは 0.20 ｍを測る。 底面の標高は 11.85 ｍである。 断面形態は緩やかな掘り込みのＵ字形を呈するが、

中央より北では東側の掘り込みに段を有する。 中央の底面直上に黒色土器、 瓦器、 須恵器が集中して出土し

た。 ＳＤ 04 －３はＳＤ 04 －１の下位において検出した。 幅は 1.50 ～ 1.70 ｍ、 深さは 0.50 ｍを測る。 底面の
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7. 10YR8/1 灰白色細砂～粗砂
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標高は 11.54 ｍである。 溝の断面形態は西側の掘り込みに段を有し、 緩やかな傾斜である。 ＳＤ 04 の底面の

標高は、 南端で 11.76 ｍ、 中央の 13 グリッドで 11.63 ｍ、 7 グリッド北端で 11.55 ｍ、 50 グリッドのＳＤ 04 －３

で 11.54 ｍである。 溝の底面は南から北に向かって低くなっており、溝の南端と北端の比高差は 0.22 ｍを測る。

　土層観察は 50 グリッド南壁の B 断面と 7 グリッド南壁の D 断面で行った。 B 断面では 6 層に分層でき、 第１

層は灰黄褐色シルト質極細砂、 第２層は灰黄褐色＋にぶい黄橙色シルト質極細砂、 第３層は灰黄褐色シルト

質極細砂、 第４層は灰黄褐色＋明黄褐色粘土～シルト、 第５層は褐灰色細砂、 第６層は黒褐色細砂である。

第１層はＳＤ 04 －１ ・ ２の埋土であり、 第２～６層はＳＤ 04 －３の埋土である。 D 断面は８層に分層でき、 第１

層は灰黄褐色シルト質極細砂、 第２層はやや暗い灰黄褐色シルト質極細砂、 第３層は黒褐色シルト質極細砂、

第４層は粗砂をラミナ状に含む褐灰色粘土、 第５層は灰黄褐色シルト～粘土、 第６層は粗砂をラミナ状に含む

黒褐色粘土、 第 7 層は褐灰色粘土、 第 8 層は黒褐色粘土である。 上層の第１～３層はシルト質極細砂、 下

層の第４～８は粘土であり、 土質が異なる。 第４ ・ ６層は粗砂をラミナ状に含み、 水の流れを想定できる。

　前述したように、 本溝は建物本体部分では１条であるが、 50 グリッドでは SD04 －１～３の３条の溝となる。 そ

の切り合い関係は、 SD04 －１ ・ ２が SD04 －３の上位にあり、 土層観察からも SD04 －３を切っているのは明確

である。 SD04 －１と SD04 －２は同一の埋土が充填されており、 切り合い関係は不明であり、 同一の溝の可能

性も考えられる。 B 断面と D 断面を観察すると、 上下２層に大別される。 B 断面の上層は第１層、 下層は第２

～６層であり、 D 断面の上層は第１～３層、 下層は第４～８層である。 この埋土の違いは掘り返しが要因と思わ

れる。 50 グリッドでは位置を若干変えて掘り返しを行い、 建物本体部分では同じ位置での掘り返しが行われた。

 つまり、 本溝は１ないし２回の掘り返しが行われたと考えられる。

　出土遺物は須恵器杯蓋 （８）、 瓦器椀 （９）、 黒色土器椀 （10）、 土師器甕 （11）、 加工材 （12） である。

その他に土師器小片、 須恵器小片が出土した。

   2

3
  4

  5

7
  6

03
03

0 10cm

（S=1/3）

第 11 図	SD03 出土遺物実測図

口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

長さ 幅 厚さ 重さ

� 木材 加工材 ������ ��� ��� 板目

備考
報文
番号

機種
法量（cm/g）

種類
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第３章　調査の成果

第 12 図	SD04 平・断面図
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平面図

G.N

1. 10YR6/2 灰黄褐色 シルト質極細砂
2. 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質極細砂
3. 10YR3/1 黒褐色 シルト質極細砂
4. 10YR4/1 褐灰色 粘土 ( 粗砂をラミナ状に含む )
5. 10YR5/2 灰黄褐色 シルト～粘土
6. 10YR3/2 黒褐色 粘土 ( 粗砂をラミナ状に含む )
7. 10YR5/1 褐灰色 粘土
8. 10YR3/2 黒褐色 粘土

1. 10YR5/2＋6/2 灰黄褐色 シルト質極細砂－SD04-1.2
2. 10YR4/2＋7/2 灰黄褐色＋にぶい黄橙色 シルト質極細砂
3. 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質極細砂
4. 10YR5/2＋6/6 灰黄褐色＋明黄褐色 粘土～シルト
5. 10YR4/1 褐灰色 細砂
6. 10YR3/1 黒褐色 細砂
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　８は体部の小片であり、 内外面の調整は回転ナデが施される。 ９はＳＤ 04 －１ ・ ２より出土した。 口径は 14.4

㎝を測る。底部を欠損し、体部は僅かに内湾し、器厚はほぼ均一である。体部外面の調整は指頭圧の後にナデ、

ヘラミガキが施され、内面はナデの後にヘラミガキが施される。10はＳＤ04－２より出土した黒色土器Ｂ類である。

口径 18.4cm、 底径 5.6cm である。 体部は僅かに内湾し、 底部に断面扁平な球形の高台を貼付ける。 口縁部

外面に重ね焼き痕が残る。 内面の調整はヘラミガキ、 口縁部外面はヘラミガキが一部施され、 体部外面はナ

デが施される。体部下半と底部は摩滅している。11は直線的に外反する口縁部であり、内外面とも摩滅している。

12 は小片の加工材であり、 端部は焼かれている。 用途は不明である。 柾目材である。

　本溝は北から約 10°東に振った方位でほぼ直線的に延びる溝であり、 西側に検出したＳＤ 03 と東側に検出

したＳＤ05・06と並走し、その幅と深さはＳＤ03と同様に大規模である。条里地割復元図を調査区に合わせると、

本溝の位置は山田郡条里の六条と七条の境界線と一致する。 つまり、 本溝は六条と七条の里界溝である。 時

期は出土遺物から 12 世紀後半であると考えられる。

ＳＤ０５ （第 14 ・ 15 図）

　建物本体部分の東側に位置する７ ・ 13 ・ 24 ・ 32 ・ 45 グリッドと浄化槽埋設部分の 50 グリッド東側において

検出した南北方向に延びる溝であり、 ＳＤ 03 ・ 04 ・ 06 とほぼ同方向に延びる。 ＳＤ 06 と重複しており、 新旧

関係は、 本溝がＳＤ０6 より新しい。 本溝は７グリッドではＳＤ 06 の西側を、 13 ・ 24 ・ 32 ・ 45 グリッドではＳＤ

06の中央部を南北方向に延びる。 ＳＤ 04の東側に位置し、ＳＤ 04 との間隔は南端で約 1.10 ｍ、中央で約 0.90

ｍ、 北端で約 0.60 ｍである。

　ＳＤ 05 はほぼ直線的に延びる溝であり、 検出した溝の全長は約 46.50 ｍを測る。 延伸方向はＮ－ 10°－Ｅ

であり、50 グリッドではＮ－ 15°－Ｅで若干東に方向を変える。検出面の標高は、南端の 45グリッドで 12.25 ｍ、

中央部の 13 グリッドで 12.14 ｍ、 ７グリッド北端で 12.10 ｍ、 北端の 50 グリッドで 12.05 ｍである。

　溝の規模は、溝の南端で幅 0.70 ｍ、深さ 0.10 ｍ、13 グリッドで幅 0.50 ｍ、深さ 0.10 ｍ、７グリッド北端で幅 0.90

ｍ、 深さ 0.14 ｍ、 50 グリッドで幅 0.60 ～ 1.05 ｍ、 深さ 0.15 ｍを測る。 溝の断面形態は緩やかな掘り込みの

第 13 図	SD04 出土遺物実測図
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口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

長さ 幅 厚さ 重さ
備考

報文
番号

機種
法量（cm/g）

種類

�� 木材 加工材 ����� ����� ��� 端部炭化　柾目
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　８は体部の小片であり、 内外面の調整は回転ナデが施される。 ９はＳＤ 04 －１ ・ ２より出土した。 口径は 14.4

㎝を測る。底部を欠損し、体部は僅かに内湾し、器厚はほぼ均一である。体部外面の調整は指頭圧の後にナデ、

ヘラミガキが施され、内面はナデの後にヘラミガキが施される。10はＳＤ04－２より出土した黒色土器Ｂ類である。

口径 18.4cm、 底径 5.6cm である。 体部は僅かに内湾し、 底部に断面扁平な球形の高台を貼付ける。 口縁部

外面に重ね焼き痕が残る。 内面の調整はヘラミガキ、 口縁部外面はヘラミガキが一部施され、 体部外面はナ

デが施される。体部下半と底部は摩滅している。11は直線的に外反する口縁部であり、内外面とも摩滅している。

12 は小片の加工材であり、 端部は焼かれている。 用途は不明である。 柾目材である。

　本溝は北から約 10°東に振った方位でほぼ直線的に延びる溝であり、 西側に検出したＳＤ 03 と東側に検出

したＳＤ05・06と並走し、その幅と深さはＳＤ03と同様に大規模である。条里地割復元図を調査区に合わせると、

本溝の位置は山田郡条里の六条と七条の境界線と一致する。 つまり、 本溝は六条と七条の里界溝である。 時

期は出土遺物から 12 世紀後半であると考えられる。

ＳＤ０５ （第 14 ・ 15 図）

　建物本体部分の東側に位置する７ ・ 13 ・ 24 ・ 32 ・ 45 グリッドと浄化槽埋設部分の 50 グリッド東側において

検出した南北方向に延びる溝であり、 ＳＤ 03 ・ 04 ・ 06 とほぼ同方向に延びる。 ＳＤ 06 と重複しており、 新旧

関係は、 本溝がＳＤ０6 より新しい。 本溝は７グリッドではＳＤ 06 の西側を、 13 ・ 24 ・ 32 ・ 45 グリッドではＳＤ

06の中央部を南北方向に延びる。 ＳＤ 04の東側に位置し、ＳＤ 04 との間隔は南端で約 1.10 ｍ、中央で約 0.90

ｍ、 北端で約 0.60 ｍである。

　ＳＤ 05 はほぼ直線的に延びる溝であり、 検出した溝の全長は約 46.50 ｍを測る。 延伸方向はＮ－ 10°－Ｅ

であり、50 グリッドではＮ－ 15°－Ｅで若干東に方向を変える。検出面の標高は、南端の 45グリッドで 12.25 ｍ、

中央部の 13 グリッドで 12.14 ｍ、 ７グリッド北端で 12.10 ｍ、 北端の 50 グリッドで 12.05 ｍである。

　溝の規模は、溝の南端で幅 0.70 ｍ、深さ 0.10 ｍ、13 グリッドで幅 0.50 ｍ、深さ 0.10 ｍ、７グリッド北端で幅 0.90

ｍ、 深さ 0.14 ｍ、 50 グリッドで幅 0.60 ～ 1.05 ｍ、 深さ 0.15 ｍを測る。 溝の断面形態は緩やかな掘り込みの

第 13 図	SD04 出土遺物実測図
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口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

長さ 幅 厚さ 重さ
備考

報文
番号

機種
法量（cm/g）

種類

�� 木材 加工材 ����� ����� ��� 端部炭化　柾目
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第３章　調査の成果
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第 14 図	SD05 平・断面図
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Ｕ字形を呈する。 溝底面の標高は、南端で 12.10 ｍ、13 グリッドで 12.00 ｍ、７グリッド北端で 11.96 ｍ、50 グリッ

ドで11.95ｍである。溝の底面は南から北に向かって低くなっており、溝の南端と北端の比高差は0.15ｍを測る。

　土層観察は 50 グリッド南壁の B 断面と７グリッド南壁の D 断面で行った。 B 断面はにぶい黄褐色シルト質極

細砂、 D 断面は灰黄褐色シルト質極細砂の単一層である。

　50 グリッドにおいて溝の底面に動物の足跡を 30 個以上検出した。 足跡には褐灰色細砂が充填される。 動物

の動いた方向は南方向であると推測できる。

　出土遺物は土師器杯 （13 ・ 14）、 同甑 （15） である。 ただし、 13 ・ 14 は出土位置が７グリッドの本溝とＳＤ

06 であり、 どちらに所属するかは不明である。

　13は直線的な体部から口縁部に至る。内面の調整は回転ナデが施される。14は底径7.6cmを測る平底であり、

内外面は摩滅する。 15 は甑の把手であり、 半円形を呈する。 甑本体との接合面を有する。

　本溝は磁北から約 10°東に振った方位でほぼ直線的に延びる溝であり、 西側に検出したＳＤ 03 ・ 04 とＳＤ

06 に並走する。 その幅と深さは３条の溝と比較すると非常に小規模ではあるが、 条里地割復元図を調査区に

合わせると、 本溝の位置は山田郡条里の六条と七条の境界線と一致する。 つまり、 本溝は六条と七条の里界

溝であると考えられる。 時期は出土遺物から 12 世紀後半であると考えられる。

ＳＤ０６ （第 16 図）

　建物本体部分の東側に位置する７ ・ 13 ・ 24 ・ 32 ・ 45 グリッドにおいて検出した南北方向に延びる溝であり、

ＳＤ 03 ～ 05 とほぼ同方向に延びる。 本溝はＳＤ 05 と切り合っており、 ７グリッドでは溝の西側を切られ、 13 ・

24 ・ 32 ・ 45 グリッドでは溝の中央を切られる。 ＳＤ 04 の東側に位置し、 ＳＤ 04 との間隔は南端で約 0.60 ｍ、

中央で約 0.60 ｍ、 北端で約 1.25 ｍである。 50 グリッドにおいて検出できないので、 建物本体部分と浄化槽

埋設部分の間で本溝は消滅すると考えられる。

　ＳＤ 06 はほぼ直線的に延びる溝であり、 検出した溝の全長は約 28.00 ｍを測り、 延伸方向はＮ－ 10°－Ｅ

である。 検出面の標高は、 南端の 45 グリッドで 12.25 ｍ、 中央部の 13 グリッドで 12.14 ｍ、 ７グリッド北端で

12.10 ｍである。

　溝の規模は、溝の南端で幅 1.50 ｍ、深さ 0.11 ｍ、13 グリッドで幅 1.45 ｍ、深さ 0.06 ｍ、７グリッド北端で幅 0.85

ｍ、深さ0.13ｍを測る。溝の断面形態は緩やかな掘り込みのＵ字形を呈する。溝底面の標高は、南端で12.15ｍ、

13 グリッドで 12.05 ｍ、 ７グリッド北端で 12.00 ｍである。 溝の底面は南から北に向かって低くなっており、 溝の

第 15 図	SD05・06 出土遺物実測図
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口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成
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第 16 図	SD06 平・断面図
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南端と北端の比高差は 0.15 ｍを測る。

　土層観察は７グリッド南壁の B 断面で行ない、 地山粒を 30％含む灰黄褐色シルト質極細砂の単一層である。

　出土遺物は須恵器小片が出土した。

　本溝は磁北から約 10°東に振った方位でほぼ直線的に延びる溝であり、 西側に検出したＳＤ 03 ・ 04 とＳＤ

05 に並走する。 その幅はＳＤ 03 ・ 04 と同様に大規模であるが、 深さは非常に浅く、 さらに北側のＧ 50 グリッ

ドでは検出できなかった。 本溝は溝として不確定要素があるが、 条里復元図を調査区に合わせると、 本溝の

位置は山田郡条里の六条と七条の境界線と一致する。 つまり、本溝は六条と七条の里界溝であると考えられる。

　時期は出土遺物から 12 世紀後半であると考えられる。

　

土坑

ＳＫ０２ （第 17 図）

　７グリッド中央の北壁近くにおいて検出した土坑である。

試掘調査の６トレンチで北半分を確認した土坑であり、 本

調査では南側の検出である。 検出面の標高は 12.20 ｍで

ある。 平面形は隅丸方形で、 一辺 1.15 ｍ、 深さ 0.25 ｍ

を測る。 掘り込みは緩やかな傾斜であり、 断面形状は U

字形である。 底面はほぼ平坦である。 埋土は灰白色シル

ト質極細砂の単一層である。

　遺物の出土はないが、 埋土の特徴は周辺で近世以降の

遺構によく見られるものである。

ピット

ＳＰ０７ （第 18 図）

　建物本体部分の西端部中央の 15 グリッドにおいて検出したピットであり、 検出面の標高は 12.40 ｍである。

平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.35 ｍ、 短軸 0.22 ｍ、 深さ 0.12 ｍを測る。 埋土は黒褐色＋褐灰

色シルト質極細砂の単一層である。

  遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ０８ （第 18 図）

　建物本体部分の西端部中央の 15 グリッドにおいて検出したピットであり、 検出面の標高は 12.40 ｍである。

平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.35 ｍ、 深さ 0.09 ｍを測る。 埋土は褐灰色＋灰黄褐色シルト質極細

砂の単一層である。

  遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ０９ （第 18 図）

　建物本体部分の西端部中央の 15 グリッドにおいて検出したピットであり、 検出面の標高は 12.40 ｍである。

平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.25 × 0.29 ｍ、 深さ 0.10 ｍを測る。 埋土は褐灰色シルト質極細砂の

単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。
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第 17 図	SK02 平・断面図



－ 23 －

第３章　調査の成果

ＳＰ１０ （第 18 図）

　建物本体部分の西端部中央の 15 グリッドにおいて検出したピットである。 検出面の標高は 12.45 ｍであるが、

調査区西壁の土層観察では標高 12.55 ｍから掘り込まれており、 遺構検出面の掘りすぎである。 ピットの西側

は調査区外にかかり、 東側のみ検出する。 平面形は円形と考えられ、 検出できた直径は 0.31 ｍ、 深さ 0.13

ｍを測るが、 本来の検出面からの深さは 0.23 ｍである。 掘り込みは緩やかな傾斜である。 埋土は褐灰色シル

ト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１１ （第 18 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド北端において検出した小規模なピットである。 検出面の標高は 12.43 ｍ

であるが、調査区西壁の土層観察では標高 12.53 ｍから掘り込まれており、遺構検出面の掘りすぎである。 ピッ

トの西側は調査区外にかかり、 東側のみ検出する。 平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.14 ｍ、 深さ 0.03

ｍを測るが、 本来の検出面からの深さは 0.13 ｍである。 掘り込みは緩やかな傾斜である。 埋土は褐灰色

シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１２ （第 18 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド北端において検出した小規模なピットである。 検出面の標高は 12.43 ｍ

であるが、調査区西壁の土層観察では標高 12.54 ｍから掘り込まれており、遺構検出面の掘りすぎである。 ピッ

トの西側一部は調査区外にかかる。 平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.21 ｍ、 深さ 0.05 ｍを測るが、

本来の検出面からの深さは 0.14 ｍである。 埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土してい

ないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１３ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド中央において検出したピットである。 検出面の標高は 12.47 ｍであるが、

調査区西壁の土層観察では標高 12.55 ｍから掘り込まれており、 遺構検出面の掘りすぎである。 ピットの西側

は調査区外にかかり、 東側のみの検出である。 平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.40 ｍ、 最深部の

深さ 0.13 ｍを測るが、 本来の検出面からの深さは 0.24 ｍである。 底面の北側に僅かな段を有する。 埋土は

褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１４ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド中央において検出したピットであり、 ＳＰ 15 の東側に隣接する。 検出面

の標高は 12.45 ｍである。 平面形は不整な円形を呈し、 その規模は長軸 0.31 ｍ、 短軸 0.26 ｍ、 深さ 0.04 ｍ

を測る。 掘り込みは緩やかな傾斜である。 埋土は褐灰色＋灰黄褐色シルト質極細砂の単一層である。 遺

物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１５ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド中央において検出したピットであり、 ＳＰ 14 の西側に隣接する。 検出面

の標高は 12.45 ｍである。 平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.25 ｍ、 深さ 0.04 ｍを測る。 埋土は褐灰

色＋灰黄褐色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。
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第 18 図	SP07 ～ 12 平・断面図
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ＳＰ１６ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド南端において検出したピットであり、 ＳＰ 17 とＳＰ 18 の間に位置する。

検出面の標高は 12.44 ｍである。 平面形は円形を呈し、その規模は直径 0.28 × 0.34 ｍ、深さ 0.05 ｍを測る。

埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１７ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド南端において検出したピットである。 ＳＰ 16 の西側に位置する。 検出面

の標高は 12.43 ｍであるが、 調査区西壁の土層観察では標高 12.54 ｍから掘り込まれており、 遺構検出面の

掘りすぎである。 ピットの西側は調査区外にかかり、 東側のみの検出である。 平面形は円形を呈し、 その規模

は直径 0.42 ｍ、 深さ 0.07 ｍを測るが、 本来の検出面からの深さは 0.17 ｍである。 埋土は褐灰色シルト質極

細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１８ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド南端において検出したピットである。 ＳＰ 16 の東側に位置する。 検出面

の標高は 12.46 ｍである。 ピットの東側は調査区外にかかり、 西側のみの検出である。 平面形は円形を呈し、

その規模は直径 0.44 ｍ、 深さ 0.06 ｍを測る。 埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土し

ていないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１９ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド南端において検出したピットであり、 ＳＰ 17 の南東側に位置する。 検出

面の標高は 12.45 ｍである。 平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.43 ｍ、 短軸 0.28 ｍ、 深さ 0.06 ｍを

測る。 埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、詳細な時期は不明である。

ＳＰ２０ （第 20 図）

　建物本体部分の南西隅の 35 グリッド南西において検出したピットであり、 ＳＰ 21 の北東側に位置する。 検出
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ＳＰ１６ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド南端において検出したピットであり、 ＳＰ 17 とＳＰ 18 の間に位置する。

検出面の標高は 12.44 ｍである。 平面形は円形を呈し、その規模は直径 0.28 × 0.34 ｍ、深さ 0.05 ｍを測る。

埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１７ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド南端において検出したピットである。 ＳＰ 16 の西側に位置する。 検出面

の標高は 12.43 ｍであるが、 調査区西壁の土層観察では標高 12.54 ｍから掘り込まれており、 遺構検出面の

掘りすぎである。 ピットの西側は調査区外にかかり、 東側のみの検出である。 平面形は円形を呈し、 その規模

は直径 0.42 ｍ、 深さ 0.07 ｍを測るが、 本来の検出面からの深さは 0.17 ｍである。 埋土は褐灰色シルト質極

細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１８ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド南端において検出したピットである。 ＳＰ 16 の東側に位置する。 検出面

の標高は 12.46 ｍである。 ピットの東側は調査区外にかかり、 西側のみの検出である。 平面形は円形を呈し、

その規模は直径 0.44 ｍ、 深さ 0.06 ｍを測る。 埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土し

ていないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ１９ （第 19 図）

　建物本体部分の南西部の 27 グリッド南端において検出したピットであり、 ＳＰ 17 の南東側に位置する。 検出

面の標高は 12.45 ｍである。 平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.43 ｍ、 短軸 0.28 ｍ、 深さ 0.06 ｍを

測る。 埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、詳細な時期は不明である。

ＳＰ２０ （第 20 図）

　建物本体部分の南西隅の 35 グリッド南西において検出したピットであり、 ＳＰ 21 の北東側に位置する。 検出
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面の標高は 12.44 ｍである。 平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.32 ｍ、 深さ 0.04 ｍを測る。 掘り込み

は緩やかな傾斜である。 埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳

細な時期は不明である。

ＳＰ２１ （第 20 図）

　建物本体部分の南西隅の 35 グリッド南西において検出したピットであり、 ＳＰ 20 とＳＰ 22 の中間に位置する。

検出面の標高は 12.45 ｍである。 平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.45 ｍ、 短軸 0.25 ｍ、 深さ 0.04

ｍを測る。 掘り込みは緩やかな傾斜である。 埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土

していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ２２ （第 20 図）

　建物本体部分の南西隅の 35 グリッド南西において検出したピットであり、 ＳＰ２１の南側に位置する。 検出面

の標高は 12.48 ｍである。 ピットの南側は調査区外にかかり、 北側のみの検出である。 平面形は円形を呈し、

その規模は直径 0.30 ｍ、 深さ 0.06 ｍを測る。 掘り込みは緩やかな傾斜である。 埋土は褐灰色シルト質

極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ２３ （第 21 図）

　建物本体部分の南西隅の 35 グリッド北東において検出したピットである。 検出面の標高は 12.47 ｍである。

平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.19 ｍ、 深さ 0.30 ｍを測る。 埋土は２層であり、 上層は灰オリーブ色

シルト質極細砂、 下層は灰白色粘土である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。
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ＳＰ２４ （第 21 図）

　建物本体部分の南西隅の 35 グリッド北東において検出したピットである。 検出面の標高は 12.48 ｍである。

平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.33、 短軸 0.25 ｍ、 深さ 0.09 ｍを測る。 埋土は褐灰色シルト質極

細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ２５ （第 21 図）

　建物本体部分の南西部の36グリッド西端において検出したピットである。検出面の標高は12.44ｍである。ピッ

トの北側は近代の溝に切られる。 平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.27 ｍ、 深さ 0.06 ｍを測る。 埋土

は褐灰色＋灰黄褐色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、詳細な時期は不明である。

ＳＰ２６ （第 22 図）

　建物本体部分の南西部の 37 グリッド北西において検出したピットである。 検出面の標高は 12.37 ｍである。

平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.35 ｍ、 短軸 0.19 ｍ、 深さ 0.06 ｍを測る。 埋土は褐灰色シルト質

極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ２７ （第 22 図）

　建物本体部分の中央やや東寄りの 23 グリッド中央において検出したピットである。 検出面の標高は 12.12 ｍ

である。 ピットの西側はＳＤ 03 と重複するが、 新旧関係は不明である。 平面形は楕円形を呈し、 その規模は

長軸 0.43 ｍ以上、短軸 0.40 ｍ、深さ 0.10 ｍを測る。 埋土は黒褐色＋褐灰色シルト質極細砂の単一層である。

遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。
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ＳＰ２４ （第 21 図）

　建物本体部分の南西隅の 35 グリッド北東において検出したピットである。 検出面の標高は 12.48 ｍである。

平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.33、 短軸 0.25 ｍ、 深さ 0.09 ｍを測る。 埋土は褐灰色シルト質極

細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ２５ （第 21 図）

　建物本体部分の南西部の36グリッド西端において検出したピットである。検出面の標高は12.44ｍである。ピッ

トの北側は近代の溝に切られる。 平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.27 ｍ、 深さ 0.06 ｍを測る。 埋土

は褐灰色＋灰黄褐色シルト質極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、詳細な時期は不明である。

ＳＰ２６ （第 22 図）

　建物本体部分の南西部の 37 グリッド北西において検出したピットである。 検出面の標高は 12.37 ｍである。

平面形は楕円形を呈し、 その規模は長軸 0.35 ｍ、 短軸 0.19 ｍ、 深さ 0.06 ｍを測る。 埋土は褐灰色シルト質

極細砂の単一層である。 遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

ＳＰ２７ （第 22 図）

　建物本体部分の中央やや東寄りの 23 グリッド中央において検出したピットである。 検出面の標高は 12.12 ｍ

である。 ピットの西側はＳＤ 03 と重複するが、 新旧関係は不明である。 平面形は楕円形を呈し、 その規模は

長軸 0.43 ｍ以上、短軸 0.40 ｍ、深さ 0.10 ｍを測る。 埋土は黒褐色＋褐灰色シルト質極細砂の単一層である。

遺物が出土していないため、 詳細な時期は不明である。

0 50cm

（S=1/20）

SP27 SP28SP26

T.P.+12.6m
A A’

T.P.+12.6m
A A’

T.P.+12.0m
A A’

G.N

A A’

x=14
4061

y=53136

G.N

A

A’

x=144
031

y=53127

G.N

A’

A
x=144015

y=53100

x=144016

第 22 図	SP26 ～ 28 平・断面図

－ 29 －

第３章　調査の成果

ＳＰ２８ （第 22 図）

　50 グリッドのほぼ中央において検出したピットである。 検出面の標高は 11.85 ｍである。 ＳＤ 04 と重複す

るが、 新旧関係は不明である。 平面形は円形を呈し、 その規模は直径 0.26 ｍ、 深さ 0.02 ｍを測る。 埋

土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。 遺物は土師器小片が出土したが、 図化できるものはな

い。 詳細な時期は不明である。

下層

溝

ＳＤ２９ （第 23 図）

　７グリッドの中央から西側の下層において検出した東西方向に延びる溝であり、 ＳＤ 01 とＳＤ 03 ～ 06 に切ら

れる。 検出面はⅥ層の褐灰色細砂～粗砂である。 検出した溝の全長は約 20.00m を測り、 延伸方向は N －

67°－Eである。平面形は西端から直線的に東流し、中央付近で北東方向に屈曲し、溝の東部は幅が広くなり、

二手に分流し、 東北方向に伸びて調査区外に延びる。 検出面の標高は、 西端で 11.75 ｍ、 中央で 11.70 ｍ、

東端で 11.80 ｍである。

　溝の規模は西端で幅 0.55 ｍ、深さ 0.05 ｍ、中央で幅 1.25 ｍ、深さ 0.24、東端で 3.20 ｍ、深さ 0.23 ｍを測る。

溝の断面形態は緩やかな傾斜の U 字形を呈し、 東端の底面は凹凸が著しい。 底面の標高は西端 11.70 ｍ、

東端 11.50 ｍであり、 0.20 ｍの比高差で東方に低くなっている。

　　土層観察はＣ断面で行い、 ３層に分層できる。 第１層は粘性の強い黒色シルト質極細砂、 第２層は第１層

を若干含み、 灰白色細砂を含む灰白色シルト質極細砂、 第３層は灰白色細砂を含む褐灰色シルト質極細砂

であり、 分流する２本の溝の埋土はほぼ同じである。

　遺物の出土がないため詳細な時期は不明であるが、 SD03 に切られることから 10 世紀前半以前と考えられる。
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水田 （第 24 図）

　50 グリッド南壁の土層観察において畦畔状の高まりを 2 カ所検出した。 面的な検出はできず、 花粉分析等

の科学的分析も行ってないため、 水田という明確な根拠はないが、 本報告書では水田の可能性がある遺構と

して報告する。

　畦畔状の高まりを検出した位置は 50 グリッドの南西隅である。 水田土壌層は灰色粘土であり、 基盤層直

上に堆積し、その厚さは約0.20ｍである。水田上面の標高は11.70ｍ前後である。畦畔の規模は下場の幅0.17

ｍ、 高さ 0.06 ｍを測り、 畦畔の間隔は頂上で 0.70 ｍである。 畦畔は土壌層と同じ土で構築されている。 水田

上面は洪水による灰黄色細～中砂に覆われ

ている。

　出土遺物がないため詳細な時期は不明で

あるが、 𠗖𠗖 𠗖 𠗖𠗖遺𠗖𠗖𠗖𠗖 𠗖 𠗖𠗖遺𠗖𠗖

で検出した弥生時代前期の水田と畦畔の規

模 𠗖 立地条件 𠗖 埋没状況に共通点があるこ

とから、 本遺𠗖の水田は狭い微低地に営ま

れた弥生時代の不定形小区画水田の可能性

が考えられる。

旧地形 （第 25 図）

　建物本体部分の８～ 49 グリッドでは地山である浅黄橙色シルトが標高の高い位置に確認され、 その面が遺

構検出面となる。 一方、 建物本体部分の北側と浄化槽埋設部分では基盤層の風化砂礫層が東方向に下がっ

ており、 特に、 ７グリッドでは東方向に急激に下がっている。 このことは試掘調査においても確認されており、

調査対象地の北東側に設定した３ 𠗖 ６ 𠗖 ７トレンチでは基盤層である風化砂礫層が北東方向に急激な傾斜で

低くなり、 現水田耕作土から風化砂礫層までの深さは約 2.00 ｍを測ると報告されている。 このことから本遺𠗖

の東には規模の大きな旧河道があると想定される。 空港𠗖地遺𠗖の周辺部では南北方向に延びる旧流路が数
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水田 （第 24 図）

　50 グリッド南壁の土層観察において畦畔状の高まりを 2 カ所検出した。 面的な検出はできず、 花粉分析等

の科学的分析も行ってないため、 水田という明確な根拠はないが、 本報告書では水田の可能性がある遺構と

して報告する。

　畦畔状の高まりを検出した位置は 50 グリッドの南西隅である。 水田土壌層は灰色粘土であり、 基盤層直

上に堆積し、その厚さは約0.20ｍである。水田上面の標高は11.70ｍ前後である。畦畔の規模は下場の幅0.17

ｍ、 高さ 0.06 ｍを測り、 畦畔の間隔は頂上で 0.70 ｍである。 畦畔は土壌層と同じ土で構築されている。 水田

上面は洪水による灰黄色細～中砂に覆われ

ている。

　出土遺物がないため詳細な時期は不明で

あるが、 𠗖𠗖 𠗖 𠗖𠗖遺𠗖𠗖𠗖𠗖 𠗖 𠗖𠗖遺𠗖𠗖

で検出した弥生時代前期の水田と畦畔の規

模 𠗖 立地条件 𠗖 埋没状況に共通点があるこ

とから、 本遺𠗖の水田は狭い微低地に営ま

れた弥生時代の不定形小区画水田の可能性

が考えられる。

旧地形 （第 25 図）

　建物本体部分の８～ 49 グリッドでは地山である浅黄橙色シルトが標高の高い位置に確認され、 その面が遺

構検出面となる。 一方、 建物本体部分の北側と浄化槽埋設部分では基盤層の風化砂礫層が東方向に下がっ

ており、 特に、 ７グリッドでは東方向に急激に下がっている。 このことは試掘調査においても確認されており、

調査対象地の北東側に設定した３ 𠗖 ６ 𠗖 ７トレンチでは基盤層である風化砂礫層が北東方向に急激な傾斜で

低くなり、 現水田耕作土から風化砂礫層までの深さは約 2.00 ｍを測ると報告されている。 このことから本遺𠗖

の東には規模の大きな旧河道があると想定される。 空港𠗖地遺𠗖の周辺部では南北方向に延びる旧流路が数
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第 25 図	50 グリッド　旧地形測量図
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第 24 図	水田断面図
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第３章　調査の成果

条推定されており、 さらに本遺跡の約 600 ｍ東には現有河川である古川が流れる。

　第 25 図は 50 グリッドにおける基盤層まで掘り下げた旧地形の５センチ単位の測量図である。 基盤層は、 西

端部が灰白色シルト＋細砂、 その他の大部分が風化砂礫層である。 基盤層の高低をみると、 グリッドの南東

隅に高まりがあり、 その西側に標高差 0.40 ｍの谷状凹地があり、 その西に高まりがある。 西端は標高差 0.35

ｍの微低地となっており、 前述した不定形小区画水田があったと考えられる。 50 グリッドという狭い範囲ではあ

るが、 埋没地形は平坦でなく、 高低差のある地形である。 空港跡地遺跡を含めた周辺の遺跡の調査成果に

おいても、 当該地域の埋没地形は旧河道 ・ 低地部とそれらに挟まれた微高地が入り組んだ起伏に富んだ地形

であることは明らかである。

遺構検出に伴う出土遺物 （第 26 図）

　16 ～ 19 は遺構検出作業に伴い出土した遺物であり、 Ⅳ層である浅黄橙色シルト ・ 灰黄褐色シルト質極細

砂＋黄灰色細砂の直上、 及びその上層から出土する。

　16 は須恵器杯の底部であり、 外面は回転ヘラ切り後にナデ、 内面は回転ナデの後にナデが施される。 17

は須恵器杯の底部であり、 底径は 9.2 ㎝を測る。 底部外面は回転ヘラ切り後にナデ、 内面は回転ナデ、 体

部内外面は回転ナデが施される。 18 は土師質土器足釜の脚部であり、 上部を欠損する。 側面はナデが施さ

れる。 19 は石匙である。 縦型であり、 先端部を欠損する。 出土地点は 42 グリッドの南壁であり、 近世水田耕

作土の灰白色シルト質極細砂から出土する。 石材はサヌカイトである。 基部は細かな加工により抉りを作り、 １

面の刃部は両面から丁寧な加工が施される。

16

17
18

19

0 10cm

（S=1/3）

第 26 図	遺構検出に伴う出土遺物実測図

口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

口径 底径 器高

1 須恵器 椀 ― ― [4.5] 良 普通 N7/灰白色～N4/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、ナデ
内面：回転ナデ

口縁部・体部外面に重ね焼き痕
体部内外面に火襷

2 須恵器 杯 ― ― [2.6] 良 普通 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

3 須恵器 杯 ― (9.0) [0.55] 良 普通 7.5Y	6/1灰色 2.5Y	6/1黄灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

4 須恵器 杯 ― （10.0） [3.6] 良好 普通 5Y	5/1灰色 5Y	5/1灰色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ・
ハケ
内面：回転ナデ

外面に火襷が残る
底部内面は非常に滑らか

5 須恵器 甕 ― ― [4.5] 良好 精良 N6/灰色 N7/灰白色
外面：回転ナデ、格子状タタキ後カキ目
内面：回転ナデ、青海波状タタキ

6 弥生土器 甕 ― ― [1.2] 良 普通 10YR	5/3にぶい黄褐色 10YR	5/3にぶい黄褐色
外面：摩滅
内面：摩滅

胎土に石英、長石、角閃石を含む

8 須恵器 杯蓋 ― ― [2.1] 良 普通 2.5Y	7/1灰白色 2.5Y	8/1灰白色
外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

9 瓦器 椀 (14.4) ― [4.3] 良 精良 N4/灰色 N4/灰色
外面：指頭圧、ナデ、ヘラミガキ
内面：ナデ、ヘラミガキ

10 黒色土器 椀 (18.4) 5.6 (6.0) 良 普通 10YR	7/3にぶい黄橙色 N3/暗灰色
外面：ヘラミガキ、ナデ、摩滅
内面：ヘラミガキ

接合痕有
貼付高台

11 土師器 甕 ― ― [2.6] 良 普通 7.5YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

13 土師器 杯 ― ― [1.6] 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 10YR	7/6明黄褐色
外面：摩滅
内面：回転ナデ

14 土師器 杯 ― (7.6) [0.8] 良 普通 10YR	8/2灰白色 10YR	8/2灰白色
外面：摩滅
内面：摩滅

15 土師器 甑（把手） ― ― [2.2] 良 普通 7.5YR	7/4にぶい橙色 7.5YR	7/4にぶい橙色
外面：摩滅
内面：―

接合面有

16 須恵器 杯 ― ― [0.7] 良 普通 N7/灰白色 N7/灰白色
外面：回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ後ナデ

17 須恵器 杯 ― （9.2） [1.6] 良 普通 10YR	7/1灰白色 10YR	7/1灰白色
外面：回転ナデ、回転ヘラ切り後ナデ
内面：回転ナデ

18 土師質土器 足釜 長［9.7］ 径2．9 良 普通 10YR	6/6明黄褐色 ―
外面：ナデ
内面：ナデ

器種名
報文
番号

種別 備考
法量(cm)

胎土 外面色調 内面色調 調整焼成

長さ 幅 厚さ 重さ
備考石材

報文
番号

機種
法量（cm/g）

種類

�� 石器 石匙 ����� ��� ��� ���� サヌカイト 表面風化目立つ
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第 4章　まとめ

第１節 　遺構の変遷

　今回の調査において検出した遺構は、 溝 6 条、 土坑１基、 ピット 22 基、 水田である。 溝は調

査区の北側と東側の範囲にあり、 ピットは調査区南西部に集中する。 ＳＤ 01 とＳＤ 03 ～ 06 は遺

物から時期を比定できるが、 ＳＤ 29 ・ ＳＫ 02 ・ 水田は埋土や切り合い関係、 検出状況等から大

まかな時期を推測するほかない。 検出した遺構の変遷を考えて、 本遺跡における土地利用に関

して整理する。

［古代（10 世紀前半）以前］

　50 グリッド南壁の土層観察により畦畔状の高まりを検出し、 水田として報告する。 畦畔状の高ま

りは２カ所確認され、 幅 0.17 ｍ、 高さ 0.06 ｍであり、 その間隔は約 0.70 ｍである。 出土遺物がな

いため詳細な時期は不明であるが、 𠗖𠗖 ・ 長池遺跡と𠗖𠗖 ・ 長池遺跡Ⅱで検出した水田と比較する

と、 立地条件や畦畔の規模 ・ 埋没状況などに共通点があり、 検出した水田は微低地に営まれた

弥生時代の不定形小区画水田の可能性がある。 50 グリッド南壁の土層観察では西端部以外に

は水田層の堆積は見られず、 一般的に風化砂礫層は保水機能が劣っていることから、 本調査区

の東側は稲作には適さない土地である。水田は本遺跡の北西方向に展開すると思われる。しかし、

西隣する空港跡地遺跡では旧地形の傾斜は確認するが、水田遺構は検出されていない。 つまり、

本遺跡の水田は狭い範囲の微低地に営まれた水田であると考えられる。

　７グリッド下層で検出したＳＤ 29 は蛇行しながら東西方向に延びる。 溝の幅は東側になるにした

がって大きくなり、 東端で二手に分流する。 条里地割に沿わない溝である。 遺物の出土がない

ため詳細な時期は不明であるが、 ＳＤ 03 に切られることから 10 世紀前半以前であると考える。

［古代（10 世紀前半）］

　検出した遺構は溝 1 条である。ＳＤ 03 は最大幅 2.20 ｍ、深さ 0.50 ｍを測る規模の大きな溝である。

延伸方向は東に約 10°振れた条里地割に沿っている。 条里地割復元図とこの溝の検出位置と

の整合性と遺構の規模を検討すると、 山田郡条里の六条と七条の境界線に合致しており、 山田

郡条里の六条と七条の里界溝であると考えられる。

［中世（12 世紀後半）］

　検出した遺構は溝 4 条である。 ＳＤ 01 はやや蛇行気味に東西方向に延び、 条里地割に沿わ

ない溝である。 南北方向に延びるＳＤ 04 ～ 06 はほぼ同位置に掘削された溝群であり、 東に約

10°振れた条里地割に沿っている。 ＳＤ 04 は最大幅 2.65 ｍ、 深さ 0.50 ｍを測る規模の大きな溝

であり、 50 グリッドでは 3 条の溝が確認される。 少なくとも 1 ないし 2 回の掘り直しがあったと考え

られる。 ＳＤ 05 は最大幅 1.05 ｍ、 深さ 0.15 ｍを測る。 ＳＤ 06 は最大幅 1.45 ｍ、 深さ 0.13 ｍを測

る。 ＳＤ 05 ・ 06 は上部を削平されて浅い溝になっているが、 本来は規模の大きな溝であったと考

えられる。 これらの溝の切り合い関係はＳＤ 05 がＳＤ 06 を切っていることは明らかである。 ＳＤ 04

～ 06 は長期間にわたって溝の機能を有していた。 ＳＤ 04 ～ 06 は、 条里地割復元図とこの溝群

の検出位置との整合性と遺構の規模を検討すると、 山田郡条里の六条と七条の境界線に合致し

ており、 里界溝であると考えられる。

［近世～戦中］

　検出した遺構は土坑１基である。 平面形は隅丸方形で、 出土遺物はないが、 埋土から判断し
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〔古代 (10 世紀前半）以前〕 〔古代 (10 世紀前半）〕

〔中世 (12 世紀後半）〕 〔近世～戦中〕

て近世である。 土層観察では遺跡全域に近世の水田耕作土が現水田直下に堆積する。

　昭 和 19 年 に 高 松 飛 行 場として大 規 模な改 変を受け、 戦 闘 機 の 格 納 庫 の 基 礎と思 わ れるコンク

リート塊を現有の区画に沿う南北方向に２列検出した。

　今回の調査成果をまとめると次のとおりである。

①南西部は時期不明のピットの集中域、 その他の区域は生産域である。

②ＳＤ 03 ～ 06 は山田郡条里の六条と七条の里界溝であり、長期間にわたって溝の機能を有する。

③本遺跡の土地利用の変遷

　　弥生時代前期と考えられる不定形小区画水田が小規模に営まれ、 土地利用が開始される。

　　古代 （10 世紀前半） に里界溝が開削され、 条里地割が施行される。 　　

　　中世 （12 世紀後半） に里界溝が開削される。

　　近世には条里型水田が広がる。

　　昭和 19 年高松飛行場として大規模な改変を受ける。  

第２節　条里地割の復元について

　高 松 平 野 に は N －９° ～ 11° － E 方 向 の 条 里 地 割 が 現 在 ま で 明 瞭 に 遺 存 して いる。 高 松 平

野の条里地割に関しては、 1992 年刊行の 『讃岐国弘福寺領の調査』 と 1999 年刊行の 『讃岐国

弘福寺領の調査Ⅱ』 の中で金田章裕氏が詳細に論考 （金田 1992 ・ 1999） されており、 そちらを

第 27 図	遺構の変遷図
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第 28 図	本遺跡周辺の条里地割復元図
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参 照 願いたい。 本 節の第 28 図　周 辺の条 里 地 割 復 元 図は前 述した報 告 書の附 図である 「高 松

平野条里分布図」 を基にして、 近年の発掘調査で検出した条里地割に沿う溝を書き入れた図で

ある。 作図に際し各遺跡の報告書に掲載される図面を加筆している。

　本遺跡周辺の発掘調査で検出された条里地割に沿う遺構の概要をまとめ、 本遺跡周辺の条里

地割を復元して、 その変遷を考える。

　［８ 世 紀］　 高 松 平 野 に お け る 条 里 地 割 の 施 工 開 始 時 期 は 明 確 に は 分 か っ て い な い。 し か し、

近年の発掘調査で条里制施行に関連する遺構が検出されている。 松縄下所遺跡では７～８世紀

ごろの幹 線 道 路 状 遺 構と掘 立 柱 建 物、 三 谷 中 原 遺 跡では８世 紀 前 半 以 前の条 里 地 割に沿う溝、

空港跡地遺跡で８世紀後半の条里地割に沿う掘立柱建物や溝が確認される。 一方、 絵図史料と

して、 天平７ （735） 年の銘がある 『弘福寺領讃岐国山田郡田図』 が知られている。 この図はわ

が国最古の荘園絵図であり、 条里地割を描いている。 この田図に描かれる北地区は林町 ・ 木太

町の大池付近、 南地区は旧高松空港の北西隅付近に比定されている。 以上のことから、 当該地

域では条里地割の施行は８世紀までには行われたと推測できる。 しかし、 この時期の条里地割に

沿う遺構は少なく、 高松平野の一部の地域にのみ施行されたと考えられる。

　［古代］　本遺跡では山田郡条里の六条と七条の里界溝であるＳＤ 03 を検出する。 空港跡地遺

跡で条里地割の方向と一致する掘立柱建物と溝が検出される。 C 地区では条里地割の基軸に合

致する計画的な水路網であるＳＤ c37 ～ 40 が整備され、 さらに基幹的な存在のＳＤ c50 が広い範

囲に開削される。 溝の構成する土地区画を活用して掘立柱建物を中心とする集落が形成される。

　［中世］　本遺跡や空港跡地遺跡等だけでなく広範囲の遺跡において条里地割に沿う掘立柱建

物 や 溝、 土 坑が多 数 検 出される。 土 地 区 画としての条 里 地 割が広 範 囲に施 行されていっただけ

でなく、 その区画に沿う集落が形成される。 坪界溝 ・ 里界溝は溝の規模に若干の違いはあるが、

ほぼ直線的に延び、 数回の掘削がみられる例が多い。

　本 遺 跡のＳＤ 04 ～ 06 は 前 節で記 述したように、 東 方に 10° 傾く大 規 模な溝であり、 山 田 郡 条

里の六条と七条の里界溝である。 時期は 12 世紀後半である。 この溝を南方に延伸すると空港跡

地 遺 跡 のＳＤ ℊ29 とＳＤ ℎ010 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃに 至る。 本 遺 跡 の 里 界 溝 が４条 の 溝 の 掘 削 に 対して、 県

教委が調査した六条下所遺跡の坪界溝は６条の溝が掘削されており、 条里地割施工に際して坪

界溝と里界溝を規模や掘削回数等で区別するという意識は薄いと思われる。

　空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅱ） では、 山田郡条里の 10 里と 11 里の里界線一致するＳＤ 02 ・

03 を検出した。 時期は 12 世紀後半である。

　市 教 委 が 調 査 した 六 条 下 所 遺 跡 で は、 六 条 10 里と 11 里 の 里 界 溝としてＳＤ 15 を 検 出 し、 西

方 に 延 伸 す ると空 港 跡 地 遺 跡 のＳＤ g86 ・ ＳＤ i41 に 至 る。 ＳＤ 16 は 短 い 検 出 で は ある が、 そ の

位 置はＳＤ 15 とほぼ同 一である。 条 里 地 割の境 界 線に沿う溝の掘 削が何 度も行われる事 例は空

港跡地遺跡等で報告されており、 ＳＤ 16 はＳＤ 15 と同様に里界溝と考えられる。 時期は 13 世紀

後半から 14 世紀初頭である。 ＳＤ 15 に直交するＳＤ 05 は 1 町四方のほぼ中間に設けられており、

坪地割に伴う溝の可能性が推測される。 また、 時期が古代と考えられるＳＤ 02 ・ 03 も条里地割に

沿っており、 坪地割に伴う溝である。  

　県 教 委 が 調 査 し た 六 条 下 所 遺 跡 で は、 南 北 方 向 に 延 び る 溝 群 ＳＤ 3001 ・ 3003 ・ 3004 ・ 3005 ・

3006 ・ 3009 を同 位 置 で 検 出 する。 これらの 溝 は 山 田 郡 六 条 10 里 32 坪と六 条 10 里 33 坪 の 坪 界
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参 照 願いたい。 本 節の第 28 図　周 辺の条 里 地 割 復 元 図は前 述した報 告 書の附 図である 「高 松

平野条里分布図」 を基にして、 近年の発掘調査で検出した条里地割に沿う溝を書き入れた図で

ある。 作図に際し各遺跡の報告書に掲載される図面を加筆している。

　本遺跡周辺の発掘調査で検出された条里地割に沿う遺構の概要をまとめ、 本遺跡周辺の条里

地割を復元して、 その変遷を考える。

　［８ 世 紀］　 高 松 平 野 に お け る 条 里 地 割 の 施 工 開 始 時 期 は 明 確 に は 分 か っ て い な い。 し か し、

近年の発掘調査で条里制施行に関連する遺構が検出されている。 松縄下所遺跡では７～８世紀

ごろの幹 線 道 路 状 遺 構と掘 立 柱 建 物、 三 谷 中 原 遺 跡では８世 紀 前 半 以 前の条 里 地 割に沿う溝、

空港跡地遺跡で８世紀後半の条里地割に沿う掘立柱建物や溝が確認される。 一方、 絵図史料と

して、 天平７ （735） 年の銘がある 『弘福寺領讃岐国山田郡田図』 が知られている。 この図はわ

が国最古の荘園絵図であり、 条里地割を描いている。 この田図に描かれる北地区は林町 ・ 木太

町の大池付近、 南地区は旧高松空港の北西隅付近に比定されている。 以上のことから、 当該地

域では条里地割の施行は８世紀までには行われたと推測できる。 しかし、 この時期の条里地割に

沿う遺構は少なく、 高松平野の一部の地域にのみ施行されたと考えられる。

　［古代］　本遺跡では山田郡条里の六条と七条の里界溝であるＳＤ 03 を検出する。 空港跡地遺

跡で条里地割の方向と一致する掘立柱建物と溝が検出される。 C 地区では条里地割の基軸に合

致する計画的な水路網であるＳＤ c37 ～ 40 が整備され、 さらに基幹的な存在のＳＤ c50 が広い範

囲に開削される。 溝の構成する土地区画を活用して掘立柱建物を中心とする集落が形成される。

　［中世］　本遺跡や空港跡地遺跡等だけでなく広範囲の遺跡において条里地割に沿う掘立柱建

物 や 溝、 土 坑が多 数 検 出される。 土 地 区 画としての条 里 地 割が広 範 囲に施 行されていっただけ

でなく、 その区画に沿う集落が形成される。 坪界溝 ・ 里界溝は溝の規模に若干の違いはあるが、

ほぼ直線的に延び、 数回の掘削がみられる例が多い。

　本 遺 跡のＳＤ 04 ～ 06 は 前 節で記 述したように、 東 方に 10° 傾く大 規 模な溝であり、 山 田 郡 条

里の六条と七条の里界溝である。 時期は 12 世紀後半である。 この溝を南方に延伸すると空港跡

地 遺 跡 のＳＤ ℊ29 とＳＤ ℎ010 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃに 至る。 本 遺 跡 の 里 界 溝 が４条 の 溝 の 掘 削 に 対して、 県

教委が調査した六条下所遺跡の坪界溝は６条の溝が掘削されており、 条里地割施工に際して坪

界溝と里界溝を規模や掘削回数等で区別するという意識は薄いと思われる。

　空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅱ） では、 山田郡条里の 10 里と 11 里の里界線一致するＳＤ 02 ・

03 を検出した。 時期は 12 世紀後半である。

　市 教 委 が 調 査 した 六 条 下 所 遺 跡 で は、 六 条 10 里と 11 里 の 里 界 溝としてＳＤ 15 を 検 出 し、 西

方 に 延 伸 す ると空 港 跡 地 遺 跡 のＳＤ g86 ・ ＳＤ i41 に 至 る。 ＳＤ 16 は 短 い 検 出 で は ある が、 そ の

位 置はＳＤ 15 とほぼ同 一である。 条 里 地 割の境 界 線に沿う溝の掘 削が何 度も行われる事 例は空

港跡地遺跡等で報告されており、 ＳＤ 16 はＳＤ 15 と同様に里界溝と考えられる。 時期は 13 世紀

後半から 14 世紀初頭である。 ＳＤ 15 に直交するＳＤ 05 は 1 町四方のほぼ中間に設けられており、

坪地割に伴う溝の可能性が推測される。 また、 時期が古代と考えられるＳＤ 02 ・ 03 も条里地割に

沿っており、 坪地割に伴う溝である。  

　県 教 委 が 調 査 し た 六 条 下 所 遺 跡 で は、 南 北 方 向 に 延 び る 溝 群 ＳＤ 3001 ・ 3003 ・ 3004 ・ 3005 ・

3006 ・ 3009 を同 位 置 で 検 出 する。 これらの 溝 は 山 田 郡 六 条 10 里 32 坪と六 条 10 里 33 坪 の 坪 界
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溝と考えられる。 時期は 12 世紀前半から 14 世紀後葉である。

　空港跡地遺跡では調査区全域において条里地割に沿う境界線の溝や掘立柱建物を多数検出

しており、 調査成果に基づく集落の復元を行っている。 特に、 Ｆ地区では屋敷地が６カ所復元さ

れる。 区画１は四方を溝で囲まれ、 東西 125 ｍ、 南北 108 ｍを測る。 内側には大型建物を含む

掘立柱建物群がある。 区画３は三重の溝で囲繞された区画で、南辺溝の中央に陸橋部を有する。

Ｊ地区では掘立柱建物や溝、 土坑が検出され、 主屋と付属の建物がまとまりを見せる集落形態が

12 世紀後半に確立したと考えられる。

　［近世］　条里地割がより広範囲に施行され、 その区画に沿う遺構が多数検出される。 特に、 空

港跡地遺跡において里と坪の境界線である溝や坪地割に伴う溝が多数検出され、 掘立柱建物と

井戸、 土坑等から構成される屋敷地を確認した。

　空港跡地遺跡の中央から東部において、 坪界溝や里界溝と考えられる溝はほぼ全域で検出さ

れる。 南北方向の溝は５条、東西方向の溝は３条が検出される。 南北方向のＳＤ ℊ29 とＳＤ ℎ010 Ａ・

Ｂ ・ Ｃは、 北方に延長すると本遺跡のＳＤ 03 ～ 06 に到達し、 その位置は条里地割復元図では

山田郡条里の六条と七条の里界溝に当たる。 東西方向のＳＤ g86 とＳＤ i41 は、 市教委が調査し

た六条下所遺跡のＳＤ 15 ・ 16 の西方に位置し、 山田郡条里の 10 里と 11 里の里界溝である。 本

遺跡と六条下所遺跡の溝は中世に、 空港跡地遺跡の溝は近世に比定され、 同一方向の溝であ

るが所属時期は異なっている。 しかし、 空港跡地遺跡のＳＤ ℊ29 は 11 世紀に開削された溝と重

複しており、 この溝の開削時期は 11 世紀まで遡り、 基幹の溝として近代まで機能し、 最終的に

は昭和 19 年に埋没した。

　空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅱ） では、 山田郡条里の 10 里と 11 里の里界溝であるＳＤ 04 を検

出する。 東に延長すると市教委が調査した六条下所遺跡のＳＤ 15 ・ 16 に、 西に延長すると空港

跡地遺跡のＳＤ g86 とＳＤ i41 に至る。 時期は 18 世紀後半である。

　［戦中］　空港跡地遺跡 （亀の町地区Ⅰ） －第２次調査－では、東西方向に延びる幅約 2.00 ｍ、

深さ 0.40 ｍの溝状の攪乱を復元図の坪界線上に検出する。 この溝は山田郡七条 11 里 1 坪と七

条 11 里 12 坪との坪界溝である可能性が高い。 時期は不明である。

　高松平野では、 条里地割の境界線の位置や方位はほとんど変化しておらず、 古代の境界線の

溝が現代まで継続して利用され、 区画の溝としての機能が長期間保たれていたと考えられる。 つ

まり、 現地表で認められる条里地割の景観が古代の条里地割を継承していると言える。 本遺跡

周辺は昭和 19 年に陸軍の飛行場建設により大規模な土地の改変を受け、 戦後は他の地域と異

なる方向の土地区画となったが、 その地下には古代からの条里地割の機能を継承する遺構が存

在する。
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1　完掘状況 (東から )

2　SD03 ～ 06 完掘状況 (南から )
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1　完掘状況 (東から )

2　SD03 ～ 06 完掘状況 (南から )
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1　50 グリッド旧地形完掘状況 (西から )

2　50 グリッド南壁土層 (北東から )
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1　50 グリッド旧地形完掘状況 (西から )

2　50 グリッド南壁土層 (北東から )
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7　SD03 D 断面土層 (北から )

5　SD03 ～ 06 検出状況 (南から )

1　SD01 検出状況 (西から )

3　SD01 完掘状況 (西から )

2　SD01 B 断面土層 (東から )

4　SD01 完掘状況 (東から )

6　SD03 B 断面土層 (北から )

8　SD03 完掘状況 (南から )
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1  SD04 ～ 06 検出状況 (南から ) 2  SD04 D 断面土層 (北から )

5　SD03 ～ 06 完掘状況 (北から )

3　SD03 ～ 06 D 断面土層 (北から ) 4　SD04-3・05 完掘状況 (南から )
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1  SD04 ～ 06 検出状況 (南から ) 2  SD04 D 断面土層 (北から )

5　SD03 ～ 06 完掘状況 (北から )

3　SD03 ～ 06 D 断面土層 (北から ) 4　SD04-3・05 完掘状況 (南から )
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3　SP07 ～ 19 検出状況 (南から )

5　SP07 ～ 19 完掘状況 (南から ) 6　SP13 ～ 25 完掘状況 (南から )

4　SP07 ～ 09 完掘状況 (南から )

7　SD29 検出状況 (西から ) 8　SD29 完掘状況 (西から )

2　SD05 足跡検出状況 (北から )1　SD04-1・2、SD05 完掘状況 (南から )
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2  石匙出土状況 (北から )1  水田土層断面 (北から )

3  コンクリート塊列 (南から ) 4  コンクリート塊近景 (北西から )
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